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わ
が
国
の
西
洋
史
学
界
に
お
い
て
は
、

と
り
わ
け
中
位
国
制
史
の
研
究
者
の
聞
で
は
、
従
来
、
中
世
よ
り
近
世
に
か
け
て
の
国
制
史
的

発
展
を
、
封
建
制
国
家
(
な
い
し
中
世
国
家
)
↓
身
分
制
(
等
族
制
)
国
家
↓
絶
対
主
義
国
家
と
い
う
一
二
段
階
に
わ
け
て
と
ら
え
よ
う
と

す
る
傾
向
が
、
支
配
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
そ
れ
な
り
の
根
拠
を
も
つ
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
そ
の
場
合
、
事
柄
が
殆
ん
ど
も
っ
ぱ

び
つ
い
て
、

ら
「
王
権
の
発
展
」
と
い
う
側
面
か
ら
の
み
考
察
さ
れ
る
こ
と
は
、
「
中
世
国
家
」
が
レ

l
ン
制
的
権
力
秩
序
と
同
一
視
さ
れ
る
傾
向
と
結

(
2
)
 

「
身
分
制
国
家
」
お
よ
び
「
絶
対
、
玉
義
国
家
」
の
歴
史
的
理
解
を
歪
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
は
身
分

制
議
会
の
存
在
を
制
度
的
標
識
と
す
る
「
身
分
制
国
家
L

が、

ほ
と
ん
ど
封
建
王
制
の
最
終
段
階
と
見
倣
さ
れ
、
身
分
制
議
会
の
性
格
な

い
し
機
能
は

「
絶
対
主
義
」
を
志
向
す
る
君
、
ヱ
権
が
自
己
を
強
化
す
る
た
め
の
財
政
上
の
オ
ル
ガ
ン
と
い
う
角
度
か
ら
の
み
、

と
ら
え

北
大
文
学
部
紀
要



3
F田
口
仏
国
仲
間
口
忠
良
宮
〈
巾
は
目
的

E
ロ
肉
食
品
行
(
上
)
成
瀬

(
3〉

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
「
絶
対
主
義
国
家
」
は
、

て
、
終
局
的
に
克
服
さ
れ
た
状
態
と
い
う
意
味
で
、

レ
ー
ン
制
的
権
力
秩
序
が
、

モ
ナ
ノレ

ヒ
ツ

いシ
ちュ

じな
る官
し僚
く制
近、的
代、統
的、治
な 機
イ 構
メ tこ
l よ
ジ つ

「
中
世
国
家
」
と
尖
鋭
に
対
置
さ
れ
る
結
果
、

を
賦
与
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら

」
の
よ
う
な
考
え
方
に
は

い
く
つ
か
の
重
要
な
欠
陥
が
あ
る
。
そ
の
欠
陥
の
意
味
す
る

と
こ
ろ
は
、
行
論
の
過
程
で
し
だ
い
に
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
差
当
り
、
こ
れ
ら
を
箇
条
書
的
に
列
挙
し
て
み
る
と
、

第
一
に
、

レ
ー
ン
法
的
諸
関
係
の
克
服
に
よ
っ
て
直
ち
に
近
代
的
な
官
僚
国
家
が
出
現
す
る
か
の
如
き
論
法
は
、

い
わ
ゆ
る
「
絶
対
主

義
国
家
」
の
国
制
的
性
格
を
過
度
に
単
純
化
し
、

ひ
い
て
は
そ
の
歴
史
的
本
質
を
根
本
的
に
見
誤
ら
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

「
絶
対
主
義
国
家
」
に
つ
い
て
の
国
制
史
的
な
い
し
政
治
史
的
な
段
階
規
定
と
、
社
会
経
済
史
家

、
が
「
市
民
革
命
」
と
の
連
関
に
お
い
て
ア
ン
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
に
与
え
る
規
定
と
の
聞
の
裂
目
が
、
十
分
合
理
的
に
克
服
さ
れ
え
な

〈

4
)

ぃ
。
た
か
だ
か
「
過
渡
期
」
と
い
っ
た
言
葉
に
よ
っ
て
、
形
式
的
に
、
か
つ
暖
味
に
処
理
さ
れ
て
し
ま
う
に
す
ぎ
な
い
。

第
二
に
、
こ
の
よ
う
な
立
場
で
は

- 30-

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
世
の
国
家
生
活
を
特
色
づ
け
る
地
方
的
独
自
性
、

(
5
)
 

る
3

河内ぬ
5
5
-
Z
H
H
H
C
m
E
と
い
う
現
象
を
説
明
で
き
な
く
な
る
。

第
三
に
、
こ
れ
で
は
、

な
い
し
地
域
的
な
統
合
、

つ
ま
り

L 、

わ
ゆ

一
面
的
に
「
行
政
」
3

〈

2
羽
田

-
Zロ
ぬ
れ
れ
の
角
度
か
ら
近
代
国
家
の
形
成
を
と
ら
え
て
お
り
、

(
6
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政
治
的
諸
権
利
の
相
互
関
係
・
相
互
規
定
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の

3
〈

2
p
gロロ
mz
の
問
題
を
無
視
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
モ
ナ
ル
ヒ

ー
の
持
続
性
・
安
定
性
を
保
障
す
る
法
的
要
因
と
し
て
の
円
高
正
自
主
与
を
十
分
に
説
明
す
る
こ
と
、
が
で
き
な
い
。

以
上
の
諸
点
は
相
互
に
内
面
的
連
関
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
方
法
的
欠
陥
を
涜
去
す
る
た
め
に
は
、
何
ら
か
別
個
の
視
角
か

ら
、
別
個
の
方
法
に
基
い
て
、
近
代
的
主
権
国
家
の
形
成
過
程
を
と
ら
え
な
お
す
必
要
が
あ
る
。
中
世
国
家
像
の
根
本
的
再
検
討
が
な
さ

第
四
に
、
こ
の
よ
う
な
発
展
段
階
論
は

れ
つ
つ
あ
る
現
在
、
如
上
の
欠
陥
が
わ
が
国
の
中
世
史
学
界
で
も
既
に
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
ろ
う
が
、

ざ
れ
ば
と
て
、



と
れ
を
克
服
す
る
新
し
い
理
論
は
、
今
迄
の
と
こ
ろ
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。

か
よ
う
な
問
題
関
心
に
導
か
れ
つ
つ
以
下
に
論
ず
る
と
こ
ろ
は
、

3
H
k
m
w
H
H
r
S
ロ
(
出
田
口
宮
〈

2
F回目己ロ
mHfを
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
歴
史
学
界
の

上
述
の

研
究
成
果
を
手
が
か
り
と
し
て
、
西
洋
国
制
史
に
お
け
る
身
分
制
(
宮
古
骨
名

2
8
)
の
意
義
を
再
検
討
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
、

を
出
る
も
の
で
は
な
く
、

課
題
に
ひ
と
つ
の
理
論
的
な
見
透
し
を
与
え
ん
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
巨
視
的
な
「
作
業
仮
説
」
の
域

(

7

)

 

い
う
ま
で
も
な
い
。

そ
の
有
効
性
が
幾
多
の
個
別
的
特
殊
研
究
に
よ
っ
て
検
証
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、

(

1

)

そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
堀
米
庸
三
著
「
西
洋
中
世
世
界
の
崩

壊
」
(
一
九
五
八
)
、
と
く
に
一
四
五
頁
|
一
四
八
頁
。
木
村
尚
三
郎

「
プ
ラ

γ
ス
封
建
王
政
、
そ
の
確
立
過
程
、
帰
結
」
(
「
史
学
雑
誌
」
六
四

の
一

O
、
一
九
五
五
)
、
同
「
古
典
的
封
建
制
か
ら
、
絶
対
制
へ
」
(
「
歴

史
学
研
究
」
二
四
二
、
一
九
六

O
)
。

〈

2
)
こ
う
し
た
傾
向
は
、
と
く
に
、
戦
後
の
わ
が
国
西
洋
史
学
界
に
お
け

る
中
世
国
制
史
の
研
究
が
、
レ
ー
ン
制
お
よ
び
レ

l
γ
制
的
権
力
秩
序
と

し
て
の
封
建
国
家
(
な
い
し
封
建
玉
制
)
の
構
造
を
め
ぐ
る
、
堀
米
庸
三

世
良
晃
志
郎
氏
ら
の
学
問
的
折
衝
を
、
出
発
点
に
も
っ
て
い
た
こ
と
と
、

深
い
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
}
も
と
よ
り
、
堀
米
氏
は
、
「
中
世
国

家
」
を
、
レ

l
ン
制
の
み
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
も
の
と
は
見
ず
、
こ
れ

を
定
礎
す
る
「
非
レ

i
y
制
的
」
要
素
と
し
て
の
「
家
産
制
」
に
注
目
し

て
い
る
が
、
し
か
し
、
玉
権
に
よ
る
国
家
的
統
合
の
た
め
の
支
配
手
段
と

し
て
レ

I
ン
制
を
(
官
僚
制
に
対
比
し
つ
つ
)
考
え
て
い
る
こ
と
に
変
り

は
な
い
。
ま
た
木
村
氏
は
「
古
典
的
封
建
制
」
を
公
権
力
の
分
散
状
態

北
大
文
学
部
紀
要

(
シ
ャ
テ
ル
ニ

l
の
並
存
状
態
)
と
し
て
、
い
わ
ば
非
国
家
的
に
考
え
る

が
、
氏
の
い
う
「
封
建
王
制
」
は
、
事
実
上
、
期
米
氏
の
「
中
世
国
家
」

を
さ
し
て
い
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
中
世
国
家
観

の
問
題
性
に
つ
い
て
は
、
註

(
6
)
参
照
。

(
3
)
註
(

1

)

に
あ
げ
た
両
氏
の
研
究
の
う
ち
、
堀
米
氏
の
そ
れ
は
、
す

く
な
く
と
も
等
族
制
(
身
分
制
)
の
歴
史
的
評
価
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
木

村
氏
よ
り
も
積
極
的
で
あ
る
。
堀
米
前
掲
書
、
一
四
七
頁
参
照
。

(
4
)

「
絶
対
主
義
」
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
け
る
、
政
治
H
法
制
史
的
研

究
と
社
会
H

経
済
史
的
研
究
の
聞
の
ズ
レ
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
絶
対
主

義
と
は
何
か
」
(
「
歴
史
教
育
」
一
九
六

O
、
八
号
)
で
、
私
な
り
の
整

理
を
試
み
た
υ

(
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3
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。
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ロ
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)
こ
れ
は
、
わ
が
国
の
西
洋
中
世
史
研
究
者
の
聞
に
お
け
る
「
封
建
国

家
」
論
争
の
背
後
に
、
ド
イ
ツ
の
す
ぐ
れ
た
比
較
国
制
史
研
究
者
ハ
イ
ン

リ
ヒ
・
ミ
ッ
タ
イ
ス
の
レ

l
γ
制
観
が
多
少
と
も
共
通
の
出
発
点
と
し
て

存
在
し
、
強
い
影
響
を
及
ぼ
し
つ
づ
け
た
こ
と
に
も
よ
る
と
思
わ
れ
る

Q

、
ッ
タ
イ
ス
は
、
西
洋
の
レ
l
ン
制
を
、
中
世
に
お
け
る
官
僚
制
の
代
替

物
と
も
い
う
べ
き
支
配
手
段
と
し
て
、
レ
ー
ン
法
を
、
い
わ
ば
中
世
国
家

の
行
政
法
〈

2
唱
包

Z
口
問
問
。
ロ
宮
と
し
て
浬
解
し
た
の
で
あ
る

U

〈
m--

出
E
ロ江口
r
y向
H23v
ロ
2
∞
官
主
仏

g
y
o
r
oロ
云
Z
o
E
Z
F
】
唱

u
u
y

ω・
3vω
・血吋姐

ω・品
N
品
・
そ
し
て
、
ミ
ッ
タ
イ
ス
の
中
世
国
家
観
が
わ
が

国
の
学
界
に
深
い
影
響
を
与
え
た
こ
と
自
体
が
、
さ
ら
に
い
え
ば
、
マ
ッ

ク
ス
・
ウ
ェ
l
パ

l
の
支
配
類
型
理
論
の
わ
が
凶
洋
中
世
国
制
史
家
に
よ

る
う
け
と
め
か
た
と
密
接
に
関
連
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
こ

ろ
で
、
オ
ッ
ト
l

・
ブ
ル

γ
ナ

l
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
ミ
ッ
b

ア
イ
ス
に
か

ぎ
ら
ず
、
一
般
に
ド
イ
ツ
の
国
制
史
家
・
法
制
史
家
の
聞
で
は
、
従
来
、

「
中
世
国
家
」
を
問
題
に
す
る
場
合
、
十
九
世
紀
い
ら
い
ド
イ
ツ
で
強
力
に

発
展
し
た
官
僚
行
政
と
の
観
念
連
関
で
、
こ
と
が
ら
を
も
っ
ぱ
ら
ヨ
〈

2
・

唱
乱
立
ロ
mR
の
側
か
ら
の
み
と
ら
え
る
傾
向
が
支
配
的
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

〈
包
・
。
件
。
切
さ
ロ
ロ

Fuu問
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含

-
U
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ω
ェ
|
巴
ロ
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命
日
同
門
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m
N
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品
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r
H
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〉
r
L
.
ι
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d
q
U
ω
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-rzsgア
。
2
2
2・ロ
D
L

ωONE-
ヨωω
・
同

--u
』
与
『
問
・
-
甲
山
叫
∞

v
Z円・

5
ψ
3
3・
ω-a-
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(

7

)

禾
熟
で
は
あ
る
が
、
拙
稿
「
初
期
自
由
主
義
と
『
身
分
制
国
家
』

l

ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
憲
法
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
|
|
」
(
「
北
大
文
学

部
紀
要
」

8
、
一
九
六

O
)
は
、
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
公
国
に
お
け
る

H
L
S
伝
片
山
口
島
田
口
宮
〈
め
江
田
ω
凹
己
聞
の
歴
史
的
な
意
義
を
、
「
絶
対
主
義
」

と
の
連
関
で
解
明
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
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一、

u
h
g
p門出∞
n
v
o
H

ロg
-
Z
Bロ∞
E

を

め

ぐ

る

諸

問

題

わ
れ
わ
れ
は
差
当
り
ド
イ
ツ
の
諸
領
邦
に
対
象
を
限
定
し
、
且
っ
そ
こ

(
F
S
仏
三
官
除
去

Z
〈
巾
同
町
田
回
目

gm)
に
関
す
る
ド
イ
ツ
歴
史
学
界
で
の
研
究
成
果
を
、
主
要
な

出
発
点
に
え
ら
ん
だ
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
序
論
で
の
ベ
た
如
き
本
稿
の
意
図
に
と
っ
て
重
要
な
、
身
分
〔
議
会
〕
制
に
つ
い
て
の
一
般

思
誌
は
、
こ
れ
ま
で
、
主
と
し
て
ド
イ
ツ
の
学
界
か
ら
提
出
さ
れ
て
お
引
戸
し
か
も
問
題
の
理
論
的
究
明
を
促
進
す
る
よ
う
な
論
争
は
、

〈

2
)

こ
れ
ま
た
主
と
し
て
ド
イ
ツ
の

3

円
包
-
回
忌
口
伝

2
Z
〈
日
間
同
回
目
ロ
ロ
ぬ
E

を
め
ぐ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。

中
世
か
ら
近
世
へ
の
国
制
史
的
発
展
を
考
察
す
る
に
当
っ
て
、

※
 

に
お
け
る
「
領
邦
身
分
〔
議
会
〕
制
」



さ
て
、

3FS(EPロ門出回
n
Z
〈
巾
江
田
印
印
ロ
ロ
mE
に
関
す
る
ド
イ
ツ
歴
史
学
界
の
研
究
動
向
を
特
徴
づ
け
て
い
る
も
の
は
、

と
り
わ
け
第
一

(
3
)
 

を
め
ぐ
る
論
議
で
あ
る
。
こ
の
問
題

(
4
)
 

円、同

E
g
m
の
性
格
や
戸
田
口
仏
三
宮
骨
の
起
源
を
め
ぐ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
論
争
の
中
に
、
潜
在
的

「
身
分
制
国
家
」
の
二
元
構
造
(
ロ

5
-
2
5
5
)

次
世
界
大
戦
後
活
発
に
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
の
、

は
す
で
に
十
九
世
紀
後
半
い
ら
い
、

に
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
近
時
に
お
い
て
は
、

よ
り
包
括
的
な
国
家
論
の
次
元
で
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い
ま
、
そ
の

(
5
)
 

ス
イ
ス
の
歴
史
家
ヴ
ェ
ル
ナ
l

・
ネ
フ
が
提
出
し
た
テ
ー
ゼ
に
た
い
す
る
、
ド
イ
ツ
近
世
国

(
白
〉

制
史
の
泰
斗
フ
リ
ッ
ツ
・
ハ
ル
ト
ゥ
ン
グ
の
批
判
を
と
り
あ
げ
よ
う
。

(
7〉

オ
ッ
ト
l
・
ヒ
ン
ツ
ェ
の
学
統
を
つ
ぐ
ネ
フ
は
、

典
型
的
な
も
の
と
し
て
、
第
二
次
大
戦
後
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
世
の
比
較
国
制
史
と
も
い
う
べ
き
広
い
立
場
か
ら
、

に
続
い
て
十
三
世
紀
以
降
に
形
成
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
身
分
制
国
家
」
を
「
h
v

近
代
的
国
家
4

の
初
期
型
態
」
と
し
て
と
ら
え
る
。

『
近
代
的
国
家
」
の
標
識
は
、
ネ
フ
に
お
い
て
も
ヒ
ン
ツ
ェ
と
同
様
、
国
家
的
な

E
R
g
-
E
お
よ
び
国
家
的
な
∞

2
巳
Z
E
の
高
度

門

8
〉

化
に
求
め
ら
れ
、
〈
白
羽
田

]
Zロ∞印ム
μ

ロ仏

Z
R
E
2
2
H
と
し
て
の
性
格
の
強
化
が
、
か
か
る
近
代
的
国
家
の
発
展
の
基
本
線
と
考
え
ら
れ

へ9
)

て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
ネ
フ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
意
味
で
の
「
近
代
的
国
家
」
の
初
期
型
態
(
司
込

Z
2
5
)
は
、
中
世
末
期
に
、
国
家
形

「
封
建
国
家
」

~ 33ー

成
の
古
来
の
担
い
手
た
る
モ
ナ
ル
ヒ
ー
が
白
己
を
強
化
す
る
の
に
対
応
し
て
、
あ
る
い
は
こ
れ
に
触
発
さ
れ
て
、
第
二
の
担
い
手
が
登
場

し
た
と
き
、
す
な
わ
ち
、

明
こ
こ
か
ら
し
て
近
代
的
国
家
の
初
期
型
態
に
と
っ
て
基
本
的
な
問
題
は
、
「
二
元
的
璽
協
」
巴

E
Z
5
5
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
そ
の
さ
い
か
か
る
二
元
性
が
歴
史
必
然
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
君
主
権
は
、

モ
ナ
ル
ヒ

l
の
問
。
ロ
己
主
と
し
て
の
政
治
的
な

ω門
戸
口
仏
刊
が
力
を
も
ち
は
じ
め
た
と
き
に
、

そ
の
姿
を
現
わ

封

建

化

(
明
白
出
仏
丘
町
山
内

E
ロ
m)
に
よ
っ
て
分
散
せ
し
め
ら
れ
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
「
私
的
」
な
も
の
に
さ
え
な
っ
て
い
た
「
国
家
的
」

一
切
を
こ
の
時
点
で
、
自
己
の
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

な
諸
権
利
の

ま
た
君
主
権
は

時
と
共
に
増
し
加
わ
る
つ
公
的
」
な
課
題
を

北
大
文
学
部
紀
要



uuF自
己
的
仲
間
口

E
R
Z
〈
町
民
自
国
田
口
口
問
R

考
(
上
)
成
瀬

単
独
で
処
理
す
る
能
力
を
も
た
な
い
。
そ
こ
で

「
第
二
の
国
家
権
力
」
た
る

ω門
戸
ロ
骨
の
た
め
の
活
動
分
野
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
残
っ

て
い
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
こ
れ
が
自
己
を
政
治
的
に
形
成
し
、
国
家
生
活
に
参
与
す
る
こ
と
が
さ
し
迫
っ
た
っ
必
要
」
と
な
っ
て
き
た

の
で
あ
る
。
か
く
て
「
二
元
性
」
を
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
「
そ
れ
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
十
分
な
、
秩
序
立
っ
た
国
家
活
動
が

可
能
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
、

PH円
三
と

ω芯
ロ
骨
と
の
協
同
作
業

(
N
戸
S
E
E
S
-
H
r
g
)」
な
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
両
者
の
ロ
ロ
・

h
L
2
5
5
は
、
単
に
成
立
し
つ
つ
あ
る
「
近
代
的
国
家
」
の
政
治
的
な
表
現
形
態
と
見
な
さ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、

家
の

z
F
E
H広
三
百
戸
E

を
制
約
す
る
も
の
な
の
で
あ
(
犯
。

」
れ
は
か
か
る
国

か
か
る
テ
ー
ゼ
の
史
料
的
根
拠
と
し
て
、
ネ
フ
は
二
二
五
年
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
「
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
」
を
は
じ
め
、
十
三
世
紀
か

ら
十
六
世
紀
に
か
け
て
、

A
M
)
 

た
。
こ
れ
ら
の
特
権
状
を
ネ
フ
が
「
支
配
契
約
」
と
名
づ
け
る
ゆ
え
ん
は
、
個
々
の
点
に
お
け
る
差
異
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
総
じ
て
こ
れ

ら
が
、
当
時
の
国
家
生
活
に
お
け
る
二
つ
の

H
E
g
E
た
る

F-EH
と

ω忌
ロ
骨
と
の
間
に
結
ば
れ
た
相
互
的
協
定
(
し
か
も
そ
れ
は

ω忌
ロ
骨
に
よ
っ
て
ヲ
ピ
え
に
課
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
)
と
し
て
、
君
主
の
「
支
配
」
そ
の
も
の
を
制
約
す
る
、
一
個
の

w
M
S
2回

同

1
2
E
E
と
い
う
性
格
を
も
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
う
し
た
性
格
は
、
と
り
わ
け
、
い
わ
ゆ
る
保
障
条
項
、
す
な
わ
ち
君
主
側
、
が
一

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
国
で
君
主
と
諸
身
分
と
の
聞
に
結
ば
れ
た

「
支
配
契
約
」

国

2
5
n
r曲
目

Z
4
m
Z
E
m
を
あ
げ

- 34ー

方
的
に
契
約
を
破
っ
て
行
動
し
た
場
合
、

ω忌
ロ
骨
は
も
は
や
君
主
の
支
配
に
服
従
す
る
義
務
を
負
わ
ず
、
さ
ら
に
は
実
力
に
よ
っ
て
君

主
を
彼
に
認
め
ら
れ
た
権
利
範
囲
へ
と
復
帰
せ
し
め
う
る
こ
と
の
規
定
に
お
い
て
、
端
的
に
現
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
契
約

の
主
要
な
内
容
を
な
す
と
こ
ろ
の
、
租
税
そ
の
他
、
君
主
に
た
い
す
る
戸
内
宮
戸
口
哲
ロ
、

一
般
に

u
h
2
5
L
同
日
開
E

(
n
o
ロ
明
日
ロ
B

2

L

白
己

M
-
-
5
5
)
が

」
れ
に
関
す
る

2
E
L白
の
「
同
意
権
」

回

2
江
戸
町
戸
口
ぬ
印

z
n
Z
に
依
存
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

そ
れ
ど
こ
ろ

か
、
し
ば
し
ば
、
君
主
の
司
法
、
行
政
に
た
い
す
る

ω芯
ロ
骨
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
明
確
に
容
認
す
る
ご
と
き
諸
規
定
に
よ
っ
て
条
件
づ



け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
下
丘
町
同
ロ
ロ
ぬ
巾
ロ
に
つ
い
て
の
協
定
も
ま
た
、

(

日

)

す
で
あ
ろ
う
。

不
可
避
的
に
、

回
目
円
門
出
口
『
阻
止
を
制
約
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
を
示

モ
ナ
ル
ヒ

l
の
強
化
、
拡
大
に
た
い
す
る
日
伊
豆
巾
側
の
「
権
利
防
衛
的
」
な
、
さ
ら
に
は
、
そ

れ
自
体
と
し
て

ω芯
ロ
骨
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
に
も
と
づ
く
と
こ
ろ
の
、
「
権
利
強
化
的
」
な
態
度
、
が
表
現
さ
れ
て
い
る
事
実
は
、
ネ
フ
も
こ

(

却

)

れ
を
認
め
る
に
や
ぶ
さ
か
で
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
ネ
フ
の
テ
ー
ゼ
の
特
色
は
、
む
し
ろ
、
事
柄
の
い
ま
ひ
と
つ
の
側
面
を
力
説
す
る
と

こ
の
よ
う
な
留
保
条
項
に
お
い
て
、

こ
ろ
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

ω同
開
ロ
門
日
開
は
、
単
に
自
己
の
諸
権
利
を
防
衛
し
維
持
し
よ
う
と
欲
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
そ
の
「

か
れ
ら
は
「
旧
き
権
利
」
の
擁
護
者
と
し
て
、
単
純
に
革
新
を
阻
止
せ
ん
と
つ
と
め
た
の
で
は

発
展
能
力
」
を
獲
得
し
よ
う
と
欲
し
た
。

な
く
、
君
主
が
自
己
の
判
断
の
み
に
も
と
さ
つ
い
て
「
革
新
」
に
着
手
す
る
こ
と
を
禁
圧
し
よ
う
と
し
た
。

い
い
か
え
れ
ば
、

(

幻

)

H
k
m
g

仏
、
が
、
あ
る
い
は

FgrHPロ
己
巾
が
、
「
新
し
い
法
の
創
造
に
さ
い
し
て
協
力
す
る
こ
と
」
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で

ω忌
口
伝

(
例
え
ば
家
門
的
利
害
に
も
と
づ
く
国
土
分
割
)
に
た
い
し
て
、
ま
た
一
方
的
に

し
か
し
、
か
れ
ら
は
、
か
か
る

z
仏
丘
町
ロ
田
宮
止
な
音
叫
志
と
な
ら
ん
で
、

か
れ
ら
は

は
、
何
よ
り
も
ま
ず
君
主
の
「
法
に
違
反
す
る
洛
意
」

- 35-

君
主
の
側
よ
り
す
る
「
法
の
制
定
」
に
た
い
し
て
反
抗
し
た
。

カミ

れ
ら
な
り
に
ま
た
積
極
的
な

zcFE4E
な
意
志
を
ー
ー
か
れ
ら
独
自
の
エ
ゴ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
身
分
的
利
害
を
顧
慮
し
つ
つ
、

し
同
時
に
客
観
的
な
戸
田
昆
全
体
の
利
害
を
も
顧
慮
し
つ
つ
|
|
発
展
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

し

カミ

「
支
配
契
約
」
締
結
の
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ

が
、
圧
倒
的
に

ω忌
ロ
号
側
か
ら
出
て
い
る
事
実
は
、

ま
さ
に
か
れ
ら
の
志
向
が

「}円。ロ

2
3同片手門目白片品ロ印日
4

な
ら
び
に

}ug唱
g
丘
4
・

(

担

)

と
ネ
フ
は
推
論
す
る
の
で
あ
る
。

。同
F
5
2
な
目
的
」
を
も
っ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
、

さ
て
、

お
お
む
ね
以
上
の
ご
と
き
ネ
フ
の
テ
l
ゼ
に
対
し
て
、

ハ
ル
ト
ゥ
ン
グ
は
、
考
察
の
対
象
を
ド
イ
ツ
の
諸
領
邦
の
み
に
限
定
し

た
上
で
、
次
の
よ
う
な
反
論
を
こ
こ
ろ
み
た
。

北
大
文
学
部
紀
要



3
F
S仏

師
仲
間
口

2
n
Z
J
1由
民
白

mgmR
考
(
上
)
成
瀬

ハ
ル
ト
ヮ
ン
グ
自
身
も
l
l
lド
イ
ツ
に
お
け
る
国
制
的
発
展
の
多
様
性
を
念
頭
に
お
い
て
で
は
あ
る
が
|
l
a大
局
的
に
み
て
諸
領
邦
が

そ
の
形
成
期
に
お
い
て
明
確
な
「
二
元
主
義
」
的
構
造
を
有
し
た
事
実
を
認
め
、
こ
の
点
で
は
ネ
プ
説
に
同
意
す
信
し
か
し
他
方
ネ
フ

の
い
わ
ゆ
る
「
支
配
契
約
」
の
解
釈
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
文
書
の
成
立
事
情
や
性
格
、

ま
た
そ
の
有
効
性
を
慎
重
に
吟
味
し
た
結

果
、
深
刻
な
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

ま
ず
や
フ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
辺
境
伯
領
に
つ
い
て
見
る
と
、
す
で
に
一
二
八

O
年
お
よ
び
一
一
一
八
一
年
、
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル

(
ア
ス
カ
ニ
エ

ル
家
)
は
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ
ン
デ
と
の
聞
に

「
保
障
条
項
」
を
含
む
租
税
協
定

(
H
W
E
0
4
2
可
判
官
)
を
結
ん
で
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら

そ
の
さ
い
シ
ュ
テ
ン
デ
の
編
成
基
盤
は
全
体
と
し
て
の
戸
田
包
∞

E
ロ
含
ロ
σ己
認
で
も
な
け
れ
ば
旧
来
の
歴
史
的

戸田ロ円山田口
E
H
H
B
(〉
-HBRFW]U己
認
ロ

F
F
出
回
〈
ゆ

}
Fロ
仏
な
ど
)
で
も
な
く
、
ネ
フ
の
い
わ
ゆ
る
「
仏
吉
凶
器
江
田
口
F
な
怒
意
」
に
も
と
づ
い

(

部

)

て
分
割
さ
れ
た
ラ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
、
貴
族
と
都
市
と
の
聞
に
は
、
い
か
な
る
つ
な
が
り
も
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
後

の
成
行
き
は

- 36ー

シ
ュ
テ
ン
デ
が
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
課
税
権
を

「
協
定
」
に
う
た
わ
れ
て
い
る
狭
い
限
界
内
に
お
さ
え
る
こ
と
に
成
功
し

な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。
そ
も
そ
も

「
怒
意
的
な
課
税
」
に
た
い
す
る
「
保
障
」
が
生
み
出
さ
れ
た
か
否
か
さ
え
も
、
多
く
の
場
合
に

は
疑
わ
し
い
。
大
局
的
に
見
る
と
、
事
態
は
十
四
世
紀
全
体
を
通
じ
て
変
化
せ
ず
、
こ
の
時
代
に
つ
い
て
は
「
二
元
主
義
」
な
ど
と
い
う

も
の
は
殆
ど
問
題
に
な
ら
な
い
。
な
る
ほ
ど
後
年
の
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ
ン
デ
的
国
制
の
個
々
の
要
素
た
る
貴
族
や
都
市
は
存
在
す
る
が
、
ヤ

」

れ
ら
の
聞
に
は
連
帯
意
識
が
欠
如
し
て
お
り
、
各
身
分
は
そ
れ
ぞ
れ
自
己
の
利
害
の
み
を
追
求
し
て
い
た
か
ら
、
隣
接
領
邦
の
身
分
仲
間

の
方
、
が
、
自
己
の
ラ
ン
ト
の
他
の
身
分
よ
り
も
近
縁
な
も
の
で
あ
っ
た
。

ホ
l

エ
ン
ツ
ォ
レ
ル
ン
家
が
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
と
な
っ
て
も
、

カミ

か
る
状
態
を
変
え
る
よ
う
な
政
策
は
と
ら
れ
な
い
。

ま
ず
都
市

の
援
助
で
貴
族
を
、
の
ち
に
は
貴
族
の
援
助
で
都
市
を
屈
服
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
れ
ら
の
ラ
ン
ト
支
配
を
貫
徹
し
た
の
で
あ
経

む
し
ろ
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
た
ち
は
、

シ
ュ
テ
ン
デ
を
相
互
に
噛
み
合
わ
せ
、



と
こ
ろ
で
、
ネ
フ
が
、

「
支
配
契
約
」
と
目
す
る
一
四
七
二
年
の
〈
2
m
r
r
r
に
お
い
て
、

は
じ
め
て
プ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
の
ラ

γ

ト
シ
ュ
テ
ン
デ
(
貴
族
・
都
市
)
が
一
体
と
な
っ
て
辺
境
伯
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
ア
ヒ
レ
ス
と
協
商
す
る
の
が
見
ら
れ
る
。

ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト

が
、
先
代
選
帝
侯
よ
り
遺
さ
れ
た
負
債
を
償
却
せ
ん
が
た
め
の
新
規
課
税
へ
の
同
意
を
要
求
し
た
の
に
対
し
て
、

シ
ュ
テ
ン
デ
側
は
、
同

意
の
交
換
条
件
と
し
て
、

か
つ
て
の
回

E
2
2可
山
花
一
巾
に
含
ま
れ
て
い
た
諸
条
件
を
更
め
て
提
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
今
回
の
納
入
金
は

も
っ
ぱ
ら
負
債
償
却
の
た
め
に
の
み
使
用
さ
る
べ
く
、
将
来
は
、
慣
習
上
認
め
ら
れ
て
い
る
三
つ
の
例
外
的
ケ
l
ス
(
深
刻
な
敗
戦
、

ユ
テ
ン
デ
の
助
言
に
よ
り
遂
行
さ
れ
る
戸
田
口
母
島
丘
町
問
、
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
娘
の
婚
資
調
達
)
以
外
に
は
、
新
た
な
租
税
を
要
求
し
な
い 、ン

3
T
E門同出口宮町同
E

の
助
言
な
し
に
い
か
な
る
抵
当
設
定
を
も
行
わ
ぬ
こ

と
。
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
は
こ
れ
ら
の
条
件
を
受
容
れ
、
協
約
が
成
立
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
協
約
を
ネ
フ
の
よ
う
に
重
要
視
す
る
の

こ
ん
」
。

さ
ら
に
選
帝
侯
は
、

か
れ
の
後
嗣
ら
の
名
に
お
い
て
、

マ
l
ル
な
徴
標
と
見
な
す
「
保
障
条
項
」
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
は
、
さ
し
て
問
題
で
な
い
。
む
し
ろ
重
大
な
欠
陥
は
、

」
の
協
定
が
い

~ 37ー

は
誤
っ
て
い
る
。
こ
の
文
書
が
、
少
く
も
外
面
上
、
選
帝
侯
の
布
告
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
こ
と
や
、
ネ
フ
が
「
支
配
契
約
」
の
ノ
ル

か
な
る
明
確
な
決
着
を
も
も
た
ら
さ
な
か
っ
た

つ
ま
り
、
実
施
さ
れ
る
に
い
た
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
提
示
さ
れ
た
一

0
0
0

O
グ
ル
デ
ン
の
負
債
を
ど
れ
だ
け
引
受
け
る
か
、
そ
の
分
担
額
に
つ
い
て
貴
族
と
都
市
と
は
主
張
が
対
立
し
、
貴
族
側
に
有
利
な
選
帝
侯

の
裁
定
は
直
ち
に
都
市
の
抵
抗
を
誘
発
し
た
た
め
、
結
局
、
こ
の
租
税
徴
集
は
貫
徹
さ
れ
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
、
一
四
八

O
年

の
ラ
ン
ト
タ
l
ク
で
、

一
四
七
二
年
の
協
定
が
何
ら
か
の
役
割
を
演
じ
た
形
跡
す
ら
な
い
。

た
だ
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
、
依
然
貴
族

し
か
も
こ
の
こ
ろ
か
ら
ま
す
ま
す
、
貴
族
が
都
市
の
ぎ
せ
い
に
お
い
て
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
財
政
的

要
求
を
認
め
る
傾
向
が
い
ち
じ
る
し
く
な
り
、
一
四
八
八
年
以
後
、
ァ
ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
後
嗣
た
ち
の
も
と
で
、
都
市
の
決
定
的
な
屈
服
と

ま
さ
に
並
行
し
て
J
ト
田
口
仏
田
宮
告

2
Z
〈
2
p
gロロ
mE
が
完
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ヨ
ア
ヒ
ム
二
世
(
一
五
七
一
袈
)
の
も
と
で

と
都
市
と
の
聞
に
横
わ
る
溝
で
あ
り
、

北
大
文
学
部
紀
要



ト田口門目的仲間口仏山田口宮〈由民国的印
E
K
J考
(
上
)
成
瀬

プ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
辺
境
伯
領
の
シ
ュ
テ
ン
デ
的
発
展
は
頂
点
に
達
し
た
が
、
も
は
や
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
ア
ヒ
レ
ス
の
協
約
に
つ
い
て
は

「
お
そ
ら
く
シ
ュ
テ
ン
デ
は
、
こ
の
種
の
約
束
か
ら
は
如
何
な
る
実
際
的
な
結
果
も
期
待
で
き
な
い
こ
と
を

見
抜
き
、
む
し
ろ
か
か
る
も
の
の
代
り
に
|
|
彼
ら
が
同
意
し
た
租
税
を
自
己
の
管
理
下
に
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
|
|
!
ロ

E
E
B
5
を
堅

牢
な
制
度
に
仕
上
げ
る
道
を
え
ら
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
」
そ
し
て
、
今
後
は
新
た
な
租
税
を
要
求
し
な
い
と
い
う
、
か
つ
て
の
約
束
が
空

手
形
に
終
っ
た
と
全
く
同
様
に
、
ラ
ン
ト
の
興
廃
に
か
か
わ
る
一
切
の
事
柄
の
決
定
に
は
シ
ュ
テ
ン
デ
の
同
意
を
要
す
る
と
い
う
、
政
治

的
な
約
定
も
ま
た
空
文
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

全
く
語
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

次
に
、

ド
イ
ツ
の
領
邦
に
関
す
る
「
支
配
契
約
」
の
い
ま
ひ
と
つ
の
例
と
し
て
ネ
フ
が
引
合
い
に
出
し
た
、

ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
の

「
テ
ュ

l
ビ
ン
ゲ
ン
協
約
」

(
一
五
一
四
)
の
場
合
は
ど
う
か
。
な
る
ほ
ど
こ
れ
は
「
疑
問
の
余
地
な
き
支
配
契
約
」
で
あ
っ
て
、
そ
こ

- 38-

で
は
両
当
事
者
た
る
出
2
2
n宮
内
同
と

F
S
L
1
2宮
内
門
と
の
対
等
性
が
、
仲
介
者
た
ち
(
皇
帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
お
よ
び
若
干
の
隣

接
領
邦
君
主
)
の
介
入
に
よ
り
、
外
側
か
ら
も
強
調
さ
れ
て
い

M
V
し
か
し
、
こ
れ
を
以
て
ド
イ
ツ
領
邦
国
家
に
お
け
る
ト

s
r
sロ
苧

間ロゲ
σ
〈ゆ片岡戸田田口ロ
mE
の
正
常
な
発
展
の
典
型
的
帰
結
と
み
な
す
な
ら
ば
、
そ
れ
は
誤
り
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
第
一
に
、
ヴ
ュ
ル
テ
ム

門

出

〉

ベ
ル
ク
に
お
け
る
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ
ン
デ
の
登
場
は
極
め
て
遅
く
、
十
五
世
紀
中
葉
ま
で
、
シ
ュ
テ
ン
デ
は
何
の
役
割
も
演
じ
て
い
な
い
。

し
か
も
、
こ
の
領
邦
に
お
け
る

zFsr芯
ロ
(
町
田
口
}
同
町
〈
2
F
Z己ロ
m
E
の
形
成
を
主
と
し
て
促
進
し
た
の
は
戸
田
口
仏
印
ロ
ゲ
阻
止
で
は
な
く
、
ラ

γ
デ
ス
ヘ
ル
た
る
の
E

H

肘

Z
F
R門戸
-
H
H
H
H
W

日
円
(
一
四
五
九
|
九
六
。
一
四
九
五
年
同

RNcm
に
昇
格
)

ち
、
彼
は
そ
の
後
嗣
た
る
べ
き
放
縦
な
甥
(
の
ち
の
開

Z
H
E
E
同
)
と
の
聞
に
、
そ
の
登
位
後
に
お
け
る
シ
ュ
テ
ン
デ
代
表
(
顧
問
会

の
政
策
で
あ
っ
た
。
す
な
わ

議
の
メ
ン
バ
ー
)
と
の
「
共
同
統
治
」
を
約
束
す
る
よ
う
な
国

2
2
2
R
2
0
を
結
び
、
こ
れ
を
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ
ン
デ
に
提
示
し
て
、
か

一
四
九
八
年
、
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ
ン
デ
に
よ
る
エ

l
ベ
ル
ハ
ル
ト
二
世
の
廃
位
と
い
う
劃
期
的
事
件
は
、

れ
ら
の
承
認
を
え
た
の
で
あ
る
。



公
が
こ
の
契
約
を
無
視
し
て
怒
意
的
な
統
治
を
行
っ
た
こ
と
の
結
果
で
あ
っ
た
。

t土

と
こ
ろ
で
、
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ
ン
デ
が
、
次
代
の
ウ
ル
リ
ヒ
公
と
の
聞
に
「
テ
ュ

l
ピ
ン
ゲ
ン
協
約
」
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

か
の
「
貧
し
き
コ
ン
ラ
l
ト
」
の
一
撲
に
よ
る
政
治
的
危
機
を
利
用
し
た
か
ら
で
も
あ
る
が
、
む
し
ろ
よ
り
本
質

一
方
に
お
い
て
、

的
に
は

一
四
九
八
年
の
ラ
ン
ト
タ

l
ク
い
ら
い
貴
族
身
分
が
帝
国
直
属
性
の
獲
得
に
よ
っ
て
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ
ン
デ
か
ら
離
脱
し
、
そ
の

結
果
、

上
層
市
民
(
何
日
目
-
福
井
岳
)
を
実
体
と
す
る

3
戸

grnr阻止
E

の
「
社
会
的
統
一
性
」
が
、
そ
の
政
治
行
動
に
堅
牢
な
ま
と
ま
り

を
あ
た
え
た
か
ら
で
あ
柿
r

か
く
て
こ
の
協
定
は
、
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ
ン
デ
に
よ
る
ヘ
ル
ツ
ォ

l
ク
の
負
債
の
一
部
引
受
け
を
約
束
し
て
い

る
点
ゃ
フ
ラ
ン
デ

γ
ブ
ル
ク
の
租
税
協
定
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

そ
の
交
換
条
件
と
し
て
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
課
税
権
の
厳
し
い
制

限
や
シ
ュ
テ
ン
デ
の
権
利
領
域
の
保
護
を
承
認
せ
し
め
る

zFsrnzqh
の
代
表
た
ち
は
、

「
ヘ
ル
ツ
オ

l
ク
と
同
資
格
の
フ
ァ
ク
タ

I
」
と
し
て
振
舞
い
、

且
つ
こ
の
協
定
は
、
そ
の
後
に
お
け
る
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
側
の
権
利
濫
用
や
、

そ
れ
に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
る
ラ
ン
ト

- 39ー

シ
ャ
フ
ト
と
の
慢
性
的
な
紛
争
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
永
く
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
グ
公
園
の
国
制
の
堅
固
な
土
台
と
し
て
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ

(
担
〉る。

ハ
ル
ト
ク
ン
グ
は
、
以
上
の
二
例
に
加
え
て
、
ネ
フ
、
が
と
り
あ
げ
て
い
な
い
と
こ
ろ
の
、

(

出

)

イ
エ
ル
ン
の
場
合
を
考
察
し
て
い
る
。
バ
イ
エ
ル
ン
に
お
け
る

rsr芯
ロ
岳
∞
ロ
宮
〈
巾
止

2
2ロ
ぬ
の
発
展
の
端
緒
は
、

い
ま
ひ
と
つ
の
代
表
的
ケ
l
ス
と
し
て
、
パ

一
三
二
年
、

一l
ダ

l
バ
イ
エ
ル
ン
公
(
同
時
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
)

オ
ッ
ト
l
の
与
え
た
出
回
口
伝
2
5
で
あ
る
。

」
こ
で
ヘ
ル
ツ
ヰ

l
ク
と
そ
の
兄

弟
た
ち
は
、

か
れ
ら
を
負
債
か
ら
解
放
す
べ
き
一
回
限
り
の
租
税
支
払
い
の
交
換
条
件
と
し
て
、
将
来
に
お
け
る
租
税
徴
集
の
断
念
を
約

し
た
の
み
な
ら
ず
、

シ
ュ
テ
ン
デ
(
僧
族
・
貴
族
・
都
市
)
に
下
級
裁
判
権
を
委
ね
た
。
そ
し
て
こ
の
協
約
証
書
は
、

一
五
・
六
世
紀
に

わ
た
っ
て
幾
度
も
再
確
認
さ
れ
、

さ
ら
に
よ
り
多
く
の
約
定
に
よ
っ
て
捕
わ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
十
五
世
紀
い
ら
い
は
皇
帝
も
ま
た

北
大
文
学
部
紀
要



uwF
田
口
仏
国
仲
間
口
丘
団
日
宮
ぐ
町
民
間
白
血
ロ
ロ
加
公
考
(
上
)
成
瀬

(

出

)

こ
れ
の
確
認
に
関
与
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
あ
ま
た
の
特
権
状

(pmFazr比
え
る
は
、
形
式
・
内
容
と
も
に
、

が
、
ネ
フ
の
い
う
「
支
配
契
約
」
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
大
部
分

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
数
多
の
特
権
状
が
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ
ン
デ
に
与
え
ら
れ
(
最
後
の
も
の
は
一
五
六
五
年
)
、

且
つ
代
々
の
ラ
ン

デ
ス
ヘ
ル
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
(
最
後
に
は
一
七
八
五
年
)
こ
と
か
ら
し
て
、
バ
イ
エ
ル
ン
に
お
け
る
'
身
分
的
国
制
の
と
り
わ
け
強
力

な
発
展
を
推
論
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
大
へ
ん
な
誤
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
が
現
実
の
国
制
的
発
展
に
影
響
力
を
も
た
な

か
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ
ら
を
一
読
し
て
明
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

い
ず
れ
の
特
権
状
も
、

そ
れ
に
先
立
つ
協
定
が
守
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
、
新
規
の
租
税
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
そ
し
て
、
今
回
こ
そ
が
最
後
の
課
税
で
あ
り
、
諸
身
分
の
自
由
は
決
し
て
縮
減
さ
る
べ

か
ら
ざ
る
こ
と
を
、
く
り
か
え
し
確
約
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
諸
々
の
特
権
状
を
比
較
検
討
し
て
み
れ
ば
、

」
の
場
合
寸
ラ

ン
ト
シ
ュ
テ
ン
デ
の
発
展
の
基
盤
は
オ
ッ
ト

l

・
ブ
ル
ン
ナ

l
の
い
う
意
味
で
の

Hkg仏

(
第
一
二
章
参
照
)
バ
イ
エ
ル
ン
で
は
な
く

フ

- 40ー

ン
デ
ス
ヘ
ル
の
分
割
統
治
政
策
に
よ
っ
て
生
じ
た

F
S
F印
E
F
な
の
で
あ
る
。

一
五

O
五
年
に
バ
イ
エ
ル
ン
の
シ
ュ
テ
ン
デ
が
統
一
的

スな
J¥ フ

ルン

のト
絶シ
対ヤ
主フ
義 ト
的へ
政と
策結
の集
いす
たる
すに
とし、
こた
ろつ
でた
あの
つ(は
たき
。シ

ア

ン

ア

側
の
イ

シ
ア

ア

イ

ヴ

出
ず
る
も
の
で
は
な
く

逆

フ
ン

ア

「
支
配
契
約
」
の
意
義
に
つ
い
て
の
、

以
上
の
ご
と
き
再
検
討
を
お
こ
な
っ
た
の
ち
、

ハ
ル
ト
ゥ
ン
グ
は
結
論
と
し
て
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
「
初
期
近
代
国
家
」
に
お
い
て
も
、
君
主
権
力
と
シ
ュ
テ
ン
デ
と
の
「
二
元
主
義
」
は
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
と

ド
イ
ツ
で
の
発
展
は
あ
る
種
の
特
殊
性
を
示
し
て
い
る
。
「
ド
イ
ツ
で
は
、
何
処
に
お
い
て
も
、

ω芯
ロ
門

F
E
B
は
〔
町
民
B
Z
E
C
B

(

拍

)

と
〕
真
に
同
資
格
の
、
共
に
国
家
を
担
う
よ
う
な
フ
ァ
ク
タ
ー
に
な
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
」

は
い
〉
え
、

し
か
も

こ
の
こ
と
の
原
因
を
君
主
権

の
優
勢
に
求
め
て
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

ま
さ
し
く

ω門戸ロ
P
Z自
の
発
展
の
停
止
な
い
し
退
行
に
と
っ
て
決
定
的
な
時
期
た
る
十



六
位
紀
に
、

ド
イ
ツ
の
諸
領
邦
は
ほ
と
ん
ど
有
能
の
君
主
を
生
み
出
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
。
そ
も
そ
も
、

こ
の
時
期
の
ド
イ
ツ
の

ω忌
昆
-
m
Z
B
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
議
会
が
十
七
世
紀
中
葉
か
ら
示
し
た
ご
と
き
政
治
的
な
態
度
を
期
待
す
る
の
は
、
'
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
と

い
う
べ
き
な
の
で
あ
る
。
シ
ュ
テ
ン
デ
の
本
来
の
志
向
は
(
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
議
会
史
に
も
そ
の
実
例
が
見
ら
れ
る
が
)
、
国
家
へ
の
参

与
を
要
求
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
自
己
自
身
の
権
利
領
域
の
内
部
で
、
国
家
か
ら
で
き
る
だ
け
多
く
の
自
由
を
得
ょ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に

あ
っ
た
。
而
し
て
ま
さ
に
、

か
か
る
身
分
的
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
強
さ
、

そ
こ
か
ら
く
る
視
野
の
狭
障
さ
こ
そ
が
ド
イ
ツ
の

ω忌
ロ

r
z
g
の

特
徴
で
あ
り
、

「
形
成
途
上
の
領
邦
国
家
の
時
期
に
於

(

岨

〉

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
君
主
権
だ
っ
た
」
の
で
あ
る
。

以
上
の
如
き
ポ
レ
ミ

l
ク
を
見
る
と
き
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
こ
に
、
か
つ
て
ゲ
オ
ル
ク
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ロ
ウ
が

3
F
自
己
間
早
口
門
出
2
r
m

〈
2
p
m
m
dロ
mRれ
な
い
し
戸
田
口
ー
仏
g
m
制
度
の
起
源
に
関
し
て
、
オ
ッ
ト
l
・
フ
ォ
ン
・
ギ
l
ル
ケ
に
加
え
た
批
判
が
、

そ
し
て
こ
の
こ
と
こ
そ
が
結
局
は

ω芯
ロ
仏
m
E
B
を
没
落
に
世
導
い
た
の
で
あ
る
。

て
す
ら
・
・
・
・
・
・
、

よ
り
強
力
で
進
歩
的
な
権
力
は
、

さ
て
、

た
と
い
そ
の
ま
ま

-41-

の
形
に
於
て
で
は
な
い
に
し
て
も
、
尾
を
引
い
て
い
る
こ
と
を
、
直
ち
に
認
識
す
る
で
あ
ろ
う
。

法
学
に
お
け
る
ゲ
ル
マ
ニ
ス
テ
ン
の
代
表
者
た
る
ギ
l
ル
ケ
が
主
張
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

ラ
ン
ト
シ
ュ
テ
ン
デ
の
実
体
は
、
テ
リ

ト
リ
ウ
ム
の
諸
身
分
の
個
々
の
メ
ン
バ
ー
が
自
由
意
志
的
に
、
誓
約
に
も
と
守
つ
い
て
結
成
し
た
と
こ
ろ
の

3

内
耳
目
何
回
口
己
ロ
mE

(

担

)

団
)
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
ア
イ
ヌ
ン
グ
と
い
う
組
織
は
、
中
世
ド
イ
ツ
の
テ
リ
ト
リ
ウ
ム
が
近
代
の
領
域
国
家
へ
と
発
展

(

拍

〉

し
て
ゆ
く
さ
い
に
働
い
た
、
唯
一
の
フ
ァ
ク
タ
ー
で
は
な
い
に
せ
よ
、
本
質
的
・
決
定
的
な
前
提
、
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ベ
ロ
ウ
は
、 (

自
由
社れ

に
反
論
し
て
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。

ア
イ
ヌ
ン
グ
は
何
ら
か
純
粋
に
問
。
円
自
己
な
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
成
員
が
特
定
の
目
的
を
達

成
せ
ん
が
た
め
の
一
手
段
、

つ
ま
り
貴
族
や
都
市
な
ど
、
が
自
己
の
旧
来
の
権
利
な
い
し
自
由
を
防
衛
も
し
く
は
拡
張
せ
ん
が
た
め
、
必
要

に
迫
ら
れ
て
結
成
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
シ
ュ
テ
ン
デ
の
全
体
を
含
む
と
は
限
ら
ぬ
し
、
ラ
ン
ト
タ

i
ク
の
成
員
で
あ
る
も
の

北
大
文
学
部
紀
要



ヨ
戸
田
ロ
仏
師
仲
間
ロ
色
賢
官
〈
R
P
Eロロぬ
a
考
(
上
)
成
瀬

の
み
の
結
合
体
で
あ
る
必
要
は
更
に
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
ラ
ン
ト
タ

l
ク
の
成
立
に
関
し
て
、

ア
イ
ヌ
ン
グ
に
最
大
の
重
要
性
を
帰
す

る
の
は
誤
り
で
あ
る
。

ア
イ
ヌ
ン
グ
は
、
決
し
て

3
F
R丘
団
品
ロ
E
R
r
o
〈

R
F
g
g
Hぬれれ

も
し
く
は
そ
の
独
特
な
組
織
を
基
礎
づ
け
た
も

の
で
は
な
い
。
基
礎
を
提
供
し
た
の
は
、
常
に
、
こ
れ
と
は
別
個
の
「
領
域
的
結
合
」

(
仏

R

S
口町
2
2
r
〈

2}〕
田
口
仏
)

で
あ
っ
た
。

シ
ュ
テ
ン
デ
の
勢
力
が
ア
イ
ヌ
ン
グ
に
よ
っ
て
高
め
ら
れ
た
こ
と
は
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ
ン
デ
は
ア

イ
ヌ
ン
グ
の
中
に
自
己
の
基
礎
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。

ア
イ
ヌ
ン
グ
説
は
叶
R
1
Z江
口
同
出
と
い
う
形
で
存
在
し
た

〔
叫
)

(
N
羽田口
m
m
4
2
σ
8
3
を
過
小
評
価
す
る
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
強
制
団
体
」

「
ア
イ
ヌ
ン
グ
説
」
の
代
表
者
ギ

l
ル
ケ
に
対
す
る
ベ
ロ
ウ
の
批
判
は
甚
だ
峻
烈
で
あ
る
。

し
か
し
、
果
し
て
両
者
の
立
場
は
、

「

身

分
L

の
理
解
に
関
し
て
、
根
本
的
に
対
立
す
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
間
い
に
対
し
て
、
否
定
的
に
答
え
ざ
る
を

- 42ー

え
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
中
世
末
期
に
お
け
る
司
骨
凹
ゲ

ω芯
ロ
骨
の

3
0口問
-
2
5
5
2
を
、
結
局
は
両
者
と
も

v
k
g
H
2
R
E
-
-
F
t
に
理

解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
国
家
」
を
い
か
に
規
定
す
る
か
は
と
も
か
く
、

ゆり口出
-
2
5
5
E
の
内
部
で
シ
ュ
テ
ン
デ
は

「
公
的
」
な

権
利
の
主
体
と
し
て
ー
ー
ー
そ
の
か
、
ぎ
り
で
爾
余
の
ラ
ン
ト
住
民
と
自
己
を
区
別
し
つ
つ
1
l
|
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
に
対
抗
す
る
も
の
と
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
い
い
か
え
れ
ば
、
両
者
に
お
い
て
同
様
に
、
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ
ン
デ
が
「
特
権
的
な
社
会
層
」
と
見
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
両
者
は
i

1
ー
そ
の
程
度
の
ち
、
が
い
、

ま
た
こ
れ
を
と
ら
え
る
視
角
の
ち
が
い
こ
そ
あ
れ
ー

i
い
ず
れ

も
十
九
位
紀
的
な

3ωgmw片
手
出
荷
巾
同
P

の
モ
デ
ル
を
、
思
考
前
提
と
し
て
(
あ
る
い
は
、
歴
史
認
識
を
制
約
す
る
時
代
的
イ
メ
ー
ジ
と

し
て
)
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
世
の
テ
リ
ト
リ
ウ
ム
に
お
い
て
は
、
も
と
よ
り
、
こ
の
ゆ
い

g
三
岳
山
門
ぬ

2
t
は
身
分
的
に
編
成
さ
れ

た
社
会
と
し
て
現
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
の

7
身
分
」
と
は
、
あ
く
ま
で
私
的
な
、
「
社
会
的
身
分
」

ωo江田
-2mvロ
円
山
内
な
の
で

あ
り
、
そ
の
う
ち
の
あ
る
も
の
が
公
的
、
政
治
的
な
権
利
を
所
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ
ン
デ
、
が
成
立
す
る
。



こ
の
考
え
方
に
関
す
る
か
ぎ
り
、

ギ
l
ル
ケ
と
ベ
ロ
ウ
の
聞
に
木
質
的
な
差
異
は
認
め
ら
れ
な
い
。

R

}

三
一
、

中
j

J

/

ギ
l
ル
ケ
が
こ
の
過
程
を
、

-8召
2
2
Z
な
ア
イ
ヌ
ン
グ
の
結
成
に
よ
っ
て
シ
ュ
テ
ン
デ
が
公
的
な
権
利
を
か
ち
と
る
、

い
わ
ば

I 

下
カミ

ら
」

の
運
動
と
し
て
と
ら

え
る
の
に
対
し
、

ベ
ロ
ウ
は
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
が
政
策
的
必
要
に
も
と
、
、
つ
い
て
シ
ュ
テ
ン
デ
に
公
的
な
権
利
の
一
部
を
譲
渡
す
る
、

(
訂
)

ら
」
の
は
た
ら
き
に
於
て
と
ら
え
る
点
に
違
い
が
あ
る
。
そ
し
て
、

I 

上
カミ

こ
れ
に
対
応
し
て
、
コ
ロ
ロ
丘
町

5
5
E
の
克
服
に
よ
る
領
域
的
主
権

国
家
の
形
成
過
程
が
、
ベ
ロ
ウ
に
あ
っ
て
は
君
主
権
の
い
っ
そ
う
の
強
化
と
し
て
、
直
線
的
に
と
ら
え
ら
れ
る
の
に
対
し
、

ギ

l

ル
ケ

は
、
ー
ー
ー
中
位
の

E
E
を
社
会
身
分
的
に
編
成
さ
れ
た

J10-gmogag田口
E
止
と
考
え
る
と
こ
ろ
か
ら
|
|
こ
れ
を
弁
証
法
的
に

説
明
し
た
の
で
あ
っ
た
。

け
だ
し
、

ギ

l
ル
ケ
と
ベ
ロ
ウ
と
は
、
何
ら
か
共
通
の
十
九
位
紀
ド
イ
ツ
的
前
提
の
上
に
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ギ

l
ル
ケ
の
国
家

学
説
の
中
心
を
な
す
も
の
は
、
法
人
格
と
し
て
の
=
同

0
4
0
5昨日。ロ

E

の
観
念
で
あ
っ
た
。

か
れ
に
よ
れ
ば
国
家
の
存
在
は
、

そ
れ
が

- 43ー

同
O
H
H
)
。
5
2。
ロ
と
し
て
立
ち
現
わ
れ
る
場
合
に
の
み
、
語
ら
れ
う
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て

か
か
る
討
。
召
。
岡
山
片
山
C
ロ
を
彼
は
い
お
ぽ

回
ロ
ロ
ロ
∞
E

か
ら
導
き
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
反
し
、

ベ
ロ
ウ
に
於
て
国
家
は
、

(
啓
蒙
〕
絶
対
主
義
的
な
意
味
で
の

モ

ナ
ル
ヒ
ツ
ジ
ュ
な
3
〉

E
E
-同
士
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
結
局
は
両
者
と
も
法
学
的
に
構
成
さ
れ
た
「
国
家
」
理
論
か
ら
出
発
し

さ
ら
に
い
え
ば
、
両
者
い
ず
れ
も
が
十
九
世
紀
ド
イ
ツ
の
立
憲
君
主
制
的
な
国
家
体
制
と
い
う
土
台
の
上
に
立
っ
て

た
だ
ギ

l
ル
ケ
は
、
一
種
の
自
由
主
義
者
と
し
て
、
国
家
権
力
の
任
務
の
制
限
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
置
い
た
の
に
対
し
、
よ
り
保
守

主
義
的
な
ベ
ロ
ウ
は
君
主
権
力
に
力
点
を
置
い
た
、
と
い
う
だ
け
の
違
い
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
か
れ
ら
の
背
後
に
、
一
八
一
五
年
の

ド
イ
ツ
連
邦
規
約
第
士
一
彩
、
一
八
二

O
年
の
ウ
ィ
ー
ン
最
終
規
約
第
五
十
七
知
ピ
定
め
ら
れ
た

3

ピ
5
p
p
n
r
5
L
S
E
a
tと、

て
い
る
の
で
あ
り
、

、
h
-
o

l
v
ふ
れ

こ
れ
に
よ
り
一
部
制
限
さ
れ
る
に
す
ぎ
ぬ
と
こ
ろ
の
、
国
家
原
理
と
し
て
の

z
y
p
E円
岳
町
れ
と
い
う
権
力
構
造
の
、
強
大
な
影
響
力

北
大
文
学
部
紀
要



3
F田
口
弘
田
仲
間
口
弘
山
田
口
宮
〈

m
H
E
8
5ぬ
公
考
(
上
)
成
瀬

を
看
取
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

3ω
芯
ロ
門
回
目
的
ロ

r
R
ロ
EI--∞B
E
m
E
に
関
す
る
、
ギ

l
ル
ケ
と
ベ
ロ
ウ
の
、

(

回

)

て
折
衷
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
も
、
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
ま
さ
し
く
こ
こ
1

i
両
者
の
「
総
合
」
を
敢
て
試
み

よ
う
と
し
た
ヒ
ン
ツ
ェ
の
構
想
と
、
そ
れ
が
苧
む
方
法
論
的
な
問
題
の
中
に
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
の
研
究
の
新
た
な
出
発
点
が
ひ
そ
ん
で
い

一
見
対
立
的
な
見
解
が

の
ち
に
オ
ッ
ト

I
・
ヒ
ン
ツ
ェ
に
よ
っ

た
の
で
あ
る
。
次
章
に
お
い
て
、

そ
の
問
題
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

※
戸
田
ロ
《
同
田
仲
間
ロ
【
出
回
ロ

ro
〈

OH同
問
切
回
ロ
ロ
聞
と
い
う
術
語
に
は
、
広
、
狭
二
義

あ
り
、
狭
義
に
お
い
て
は
「
領
邦
身
分
議
会
」
(
戸
田
口
門
山
富
加
)
を
具
え

た
国
制
を
、
広
義
に
は
、
こ
れ
を
も
含
め
て
、
ひ
ろ
く
身
分
的
に
構
成

さ
れ
た
領
邦
の
国
制
を
意
味
す
る
。

(
1
)
ド
イ
ツ
以
外
の
研
究
者
で
「
身
分
制
」
に
関
す
る
一
般
理
論
を
構
築
し

た
も
の
と
し
て
、
ベ
ル
ギ
ー
の
エ
ミ

I
ル
・
ル

l
ス
が
あ
る
が
、
彼
の
理
論

が
い
か
に
多
く
を
ド
イ
ツ
学
界
の
成
果
に
負
う
て
い
る
か
は
、
そ
の
主
著
を

一
読
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。
〈
包
・
同

w
g己
o
F
oロ
g
p
戸回

monFhVHhr
円
同
ロ
s

n
-
g
み
四
日

B
0・
。
円
四
百
円

g
z
oロ
O片
岡
名
門
小
切

g
s
t
oロ
ロ
D
門司

o
s
t
a
g
p
F

3
S・
な
お
二
般
理
論
に
お
け
る
ド
イ
ツ
学
界
の
顕
著
な
貢
献
に
つ
い
て

は
、
国
際
歴
史
学
会
第
十
回
大
会
に
お
け
る
「
身
分
制
議
会
史
研
究
の
た
め

の
国
際
委
員
会
」
の
リ
ポ
ー
ト
ヘ
戸
冨
.
。
同
HUh
〉
・
呂
田

B
口
問
苧
の

.
ω
S
E
W

HμonmE
唱

2
r
g
L
y
g
o
E
三
ω唱団

Cロ
手
巾

C口問円
g
mロハ日仏ぬぐ
σ-CMVE

B
O昇
。
同

B
H
U
B
E己
主
Z
m
g
m
o目
立
芯
白
日
見
巳
印
刷
円

C
E
ハ
庄
凶

noロ四円
2
・

2

5
古門

E
t
o
g
-
o
岳

ω
2
8
N
O
凹
件
。
ユ
ロ
宮
唱
〈
c--
ケ
)
参
照
。

(

2

)

ド
イ
ツ
の
学
界
で
の
論
議
に
つ
い
て
は
木
章
で
の
べ
る
が
、
そ
の
う

ち
の

3
開
区
己
口
問
宗
一
評
価
を
め
ぐ
っ
て
は
、
エ
ミ

i
ル
・
ル
l
ス
の
学
説

に
た
い
す
る
ジ
ヤ
ツ
ク
・
ド

I
γ
ト
の
批
判
も
注
目
さ
れ
る
。
〈
m-・』・

、

口
。
「
ロ
《
戸
《
。

E
B
m
O戸
ヲ
レ
目
印
回
同
ロ

nom
吋》ニ
ness-LO
仏
m訪
問
冨
同
色
白

同]同ロ内山

Hgw
〉口一ロ田

-m印
刷
・

ω・
(
リ
・
明
〉
ロ
ロ

hV0・
3
U
0・
ω-M∞
唱
出
向
・
し
か
し

こ
の
論
争
は
、
そ
の
本
質
に
お
い
て
、
後
述
の
ご
と
き
ド
イ
ツ
学
界
で
の

そ
れ
と
異
る
も
の
で
は
な
い
。

(

3

)

そ
の
さ
い
論
議
の
中
心
に
お
か
れ
て
い
る
の
は
、

Hkmロ
門
同
日
込
ロ
仏
ぬ
が

ど
の
て
い
ど
ま
で
戸
田
ロ
ハ
回
全
体
を
代
表
し
た
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ

の
点
は
最
近
、
ヘ
ル
ビ
ッ
グ
に
よ
っ
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
o
〈
間
「
出
0

・

F
oユ
出
巳
玄
関

uω
忌ロハ

HUnro
何
日
ロ
ロ
ロ
問
団
語
円
凹
戸
口

Z
E
ι
8
5
E
o
-
-

P
E田
口
広
口
、
叶

m
E
Z
2
0ロ
回
目
〉
g
m
g
m
仏
巾
印
宮
山
丘
町

E
R
a
-
〉
ア

σ戸
自
国

-
Z
(
U同一
5
・
J
a
-
-
H
U
3
A山ア

HU--∞∞同・

(

4

)

戸
田
ロ
仏
国
芯
ロ
《
出

ωnro
〈

2Fω
田
口
ロ
ぬ
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
。
口
。

∞E
ロロ白

F
F但
ロ
〔
山
口
口
仏
国
白
円
円

ω口『山内同

U
3
3
プ

ω・
合
町
内
問
・
が
最
も
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(
幻
)
町
叶
即
日
比
O
『

50puω
・

Nu--

(辺

)
H
r
F
?
ω
-
M
U
ζ
・
ネ
フ
は
、
か
か
る
志
向
を
、
そ
れ
な
り
に
国
家
形

成
を
推
進
す
る
上
で

ω忌
口
乱
。
の
助
一
言
を
要
求
す
る
町
守
え
に
た
い
す

る、

ω包
ロ
営
側
の
反
応
と
し
て
の
「
国
家
意
志
」

ω
H
E
g
-
-
-
E
と
さ

え
名
づ
け
て
い
る
。
国

2
5口
町
え
言
。
門
口
除

m
p
ω
・
u--

(
幻
)
司
る

Z
2
B
g
-
w
ω
-
M
U】
同
「
近
代
的
国
家
」
形
成
期
に
お
け
る

ω片
品
ロ
乱
。
の

HVHCmEEZ
な
役
割
に
つ
い
て
の
、
ネ
フ
の
こ
う
し
た
評

価
は
、
「
近
代
的
国
家
」
(
図
に
ネ
フ
が
、
こ
れ
を
カ
ッ
コ
付
き
で
用
い

る
場
合
、
そ
こ
で
は
、
真
の
意
味
の
近
代
的
国
家
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
に

代
表
さ
れ
る
ご
と
き
政
治
変
革
を
ま
っ
て
、
は
じ
め
て
成
立
す
る
と
い
う

考
え
が
背
景
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
U

)

を
か
れ
が
未
だ
「
一
面
的
に

〈
民
唱

m
L
E口
問
団
占
ロ
仏
沼
恒
ロ

r
g
g巳
」
と
見
な
し
て
は
い
な
い
こ
と
に
も

主
づ
く
。
ネ
プ
に
よ
れ
ば
、
、
近
代
的
国
家
L

の
か
か
る
性
格
は
、
ひ
と

つ
に
は
そ
の
「
組
織
的
な
幼
稚
さ
」
に
も
由
来
す
る
が
、
い
ま
ひ
と
つ
に

は
、
「
出

2
5口
『
え
寸
明
，

B
F
E
H
と
い
う
二
重
の
伽
値
」
の
結
果
で
も
あ

る
ο

ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
リ
ヒ
な
国
家
に
お
い
て

ω岱
口
仏
白
が
成
立
す
る
の
は

①
新
た
な
国
家
的
課
題
を
解
決
せ
ん
が
た
め
に
は
、
給
付
能
力
あ
る
諸
々

の
社
会
集
団
の
財
政
的
な
い
し
規
範
制
定
的
な
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
が
明
白
に
な
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
が
、
ま
た
そ
れ
と
な
ら
ん
で
、
②
国

土
と
そ
の
住
民
に
か
か
わ
る
と
こ
ろ
の
政
治
思
想

i
単
に
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト

の
み
を
志
向
す
る
の
で
な
く
、
ま
た
フ
ラ
イ
ハ
イ
ト
(
法
に
お
い
て
保
障

せ
ら
れ
、
身
分
的
に
階
層
化
さ
れ
た
自
由
、
ま
た
政
治
的
活
動
へ
の
白

北
大
文
学
部
紀
要

由
)
を
顧
慮
す
る
と
こ
ろ
の
政
治
思
想
が
力
を
も
つ
に
い
た
っ
た
か
ら
で

も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
か
か
る
「
政
治
的
活
動
へ
の
自
由
」
を
さ
さ
え
て

い
る
も
の
は
、
「
完
全
な
、
徹
底
的
に
近
代
的
な
国
家
性
を
も
ち
う
る
と

こ
ろ
の

}
8
5
5
Eロ
回
目
白
欠
。
毛
足
阻
止
。
ロ
巾
ロ
が
存
在
し
た
と
い
う
事
笑
」

な
の
で
あ
る
。
同
呂
町
沙
門
自
由
ロ

-uω-Muuh・
か
か
る
ネ
フ
の
学
説
の
背
後

に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ヒ
ン
ツ
ェ
を
通
じ
て
、
遠
く
オ
ッ
ト

l

・
フ
ォ
ン
・

ギ

I
ル
ケ
の
、
自
由
主
義
的
な
国
家
法
人
学
説
の
影
響
を
感
じ
と
る
こ
と

が
で
き
る
。
後
述
参
照
。

(
M
A
)

出
国
立
巴
ロ

mvm-
国・

0
・w
ω
-
E
-

(万
)

H
寸
同
門

]-wω
・
m
a・

(泌

)
H
E
p
u
ω
・
a
E
同・

(
訂

)H-uFLU
∞-A

山吋・

(
お
)
阿
ゲ

-Luω
・向山一吋同・

(
m
d
)
H
E
p
v
ω
-
m山
氏
・
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
エ
ス
ト
ラ
イ
ヒ
が
ご
一
元
主
義
的

な
領
邦
国
家
は
旬
。

-Em口
町
な
と
い
う
よ
り
む
し
ろ

E
立
と
な
い
し

民
共
包
日
ロ
「
な
身
分
制
国
家
と
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
の
べ
る
と

き
(
の

2
r阻
止

0
2片岡町
H

口
}
f
F
S
L由
民
ロ
仏

z
n
F
o
J
N
2
p
g己
口
間
二
ロ

U

C
巾
σ『
阻
止

F
E
ω
ロ
ισ
ロロ「

L
2
u
oロ同日ロ
yoロ
の
め
田
口

r
r
r
z
一戸

ω-uh均
し

か
れ
の
立
場
は
本
質
的
に
ハ
ル
ト
ヮ

γ
グ
と
同
様
で
あ
る
と
い
え
る
。
な

お
、
都
市
の
政
治
的
抑
圧
を
と
も
な
う
プ
ラ

γ
デ
ン
ブ
ル
ク
の
ラ
ン
ト

シ
ュ
テ
ン
デ
的
発
展
は
、
も
ち
ろ
ん
、
貴
族
の
も
と
で
の
グ

l
ツ
ヘ
ル

シ
ャ
フ
ト
の
形
成
と
パ
ラ
レ
ル
な
現
象
で
あ
っ
た
。
こ
の
連
関
に
つ
い
て
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Z
F田
口
仏
間
仲
間
ロ
己
山
田
口
げ
叩
〈
町
民
間
的
自
口
町
民
考
(
ト
ム
)
成
瀬

は
、
高
柳
信
一
一
者
「
近
代
プ
ロ
イ
セ
ン
国
家
成
立
史
序
説
ー
ー
そ
の
中
央

集
権
化
過
程
に
お
け
る
領
主
制
と
等
族
制
と
に
つ
い
て
'
|
|
」
(
一
九
五

四
)
と
く
に
第
二
篇
、
第
二
章
、
お
よ
び
の
・
「

(
U
m
g
R
P
吋
r
o
c
ユm‘

山口ω
由

同

司

E
H
ω
2
p
-
m
w
U品
"
の
}
阿
国
匂
・
同
-

A

苔
照
。

(
m
N
)

出向

WHEロ間
w
m
-
同・。・・

ω・
S-

(
引
λ

)

例
え
ば
、
一
四
四
二
年
の
ラ
ン
ト
分
割
は
、
-
ア
ン
デ
ス
へ
ん
た
ち
に

よ
っ
て
、
シ
ュ
テ
ン
デ
に
全
然
は
か
る
こ
と
な
く
企
て
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、
ま
た
こ
の
頃
に
租
税
は
、
一
ア
ン
デ
ス
ヘ
ル
側
と
個
々
の
ゲ
マ
イ
ン
デ

と
の
個
別
的
折
衝
を
通
じ
て
決
定
さ
れ
て
い
た
。

5
-
p
w
ω
.
S
円.

(mA)][σHι-wω.
吋(〕・

(mU)HEpvω

吋
口
問
・
前
掲
の
拙
稿
「
初
期
自
由
主
義
と
ウ
身
分
制
国
家
』
」

は
、
か
か
る

A
M
W
E
σ
R
E
X
Vが
、
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
タ
公
国
の
国
制
に

お
い
て
演
じ
た
役
割
を
、
プ
ラ

γ
デ
ン
プ
ル
タ
の
貴
族
身
分
の

A
ハ
の
ロ
H
T

V
O
円円

mnzrv
と
対
置
し
つ
つ
、
八
回

r
m
R
}百
円
同
凶
円
宮
内
片

V
、
つ
ま
り

官
職
独
占
を
と
も
な
う
、
一
種
の
家
産
制
的
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
門
閥
支
配
と

い
う
角
度
か
ら
、
把
え
よ
う
と
こ
こ
ろ
み
た
も
の
で
あ
る
ο

も
と
よ
り
、

入
目
肖

gHEFOV
の
社
会
的
笑
体
ゃ
、
か
れ
ら
の
諸
特
権
を
考
察
す
る

さ
い
に
寸
家
産
制
支
配
」
な
い
し
寸
名
望
家
支
配
し
と
い
う
ウ
ェ

l
パ
!

の
概
念
が
、
ど
の
て
い
ど
ま
で
滴
用
さ
れ
う
る
か
、
に
つ
い
て
の
厳
密
注

実
証
的
検
討
は
、
な
お
今
後
に
の
こ
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
。

〈
M
H
)
]
[
ゲ

-puω
吋

】

同

・

〈
努
)
そ
の
理
由
は
、
こ
の
領
邦
が
↓
比
較
的
大
さ
な
ド
イ
ツ
の
領
邦
の
間

で
は
、
異
常
に
強
度
の
、
且
つ
意
識
的
に
維
持
さ
れ
た
連
続
性
と
い
う
点

で
、
目
立
っ
て
い
る
か
ら
」
で
あ
る
。

HHE凶

-vω
・吋凶・

(
M
M
)

ロ
)
日
仏

-uω
・凶
JN

・

(
労
)
そ
の
総
数
は
六
回
に
の
ぼ
る
が
、
最
初
の
も
の
(
一
一
二
一
一
)
か
ら

し
て
、
す
で
に
「
契
約
」
形
式
を
明
か
に
示
し
、
貴
族
、
僧
族
お
よ
び
都

市
は
、
裁
判
権
の
委
譲
に
よ
っ
て
か
れ
ら
に
示
さ
れ
た
「
恩
恵
の
か
わ
り

に
」
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
に
租
税
を
提
供
す
る
こ
と
を
約
し
て
い
る
。
ま
た
第

二
番
目
の
も
の
(
一
一
一
一
一
ゴ
一
)
で
は
、
シ
ュ
テ
ン
デ
が
自
発
的
に
役
畜
税

JZ
引
け
た
今
よ
り
の
ち
、
ヘ
ル
ツ
オ
ー
ク
の
子
孫
は
、
も
は
や
い
か
な
る

租
税
負
担
も
シ
ュ
テ

γ
デ
に
課
さ
ざ
る
べ
し
、
と
う
た
わ
れ
て
い
る
。
同

様
の
章
句
は
、
一
凶
五

O
年
の
、
第
四
二
番
目
の
特
権
状
に
も
反
覆
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
他
「
怒
抗
椛
」
ゃ
、
自
由
侵
害
に
対
抗
す
る
「
出
ロ
ロ
ロ
間

結
成
の
権
利
」
も
シ
ュ
テ
ン
デ
に
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
他
し

よ
う
。

HEL-uω
・吋
u
・

(
叩
岬

)
H
E
p
v
ω
・
3
同

(
m
D
)

「
ワ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
に
お
い
て
も
」
と
ハ
ル
ト
ゥ
ン
グ
は
つ
け
加

え
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
テ
ュ

l
ピ
ン
ゲ
ン
協
約
は
、
「
い
か
に
し
て

河

ω
m
E
Eロ
出
と
円
、
同
ロ
与
と
が
、
相
侯
っ
て

ω宮
内
広
と
な
る
こ
と
が
可
能

で
あ
っ
た
か
一
(
ネ
フ
)
と
い
う
、
初
期
近
世
史
の
課
題
を
、
ヴ
ュ
ル
テ

ム
ベ
ル
ク
の
た
め
に
解
決
す
る
こ
と
か
ら
程
遠
く
、
一
プ
ン
ト
シ
ャ
フ
ト
は

「
ブ
レ
ー
キ
」
と
し
て
の
役
割
を
出
る
こ
と
は
、
つ
い
に
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る

ο
H
σ
E
-
ω
・
志
向
・
閤
に
、
ネ
ア
も
、
「

mrHnr問
。
宅

r
z
-
m
な
二

- 48ー



一
万
主
義
が
最
初
か
ら
存
在
し
た
と
考
え
る
の
は
誤
っ
て
い
る
」
こ
と
、
初

期
の
諸
契
約
」
に
お
い
て
は
君
主
主
シ
ュ
テ
ン
デ
と
が
決
し
て
対
等
の
立

場
に
な
か
っ
た
こ
と
は
-
認
め
る
υ

し
か
し
ネ
フ
は
、
両
者
の
非
同
一
性

を
、
冨
m
n
Z
が
対
等
で
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
し
に
、
阿
川
町
ロ
宮
が
対

等
で
な
か
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
力
点
を
置
い
て
と
ら
え
る
べ
き
だ
と
す

る
。
す
な
わ
ち
、
君
主
の
権
利
は
、
単
に
ヨ
リ
旧
い
と
い
う
に
と
ど
ま
ら

ず
、
何
ら
か
「
契
約
外
的
」
な
フ
ァ
ク
タ
ー
を
含
ん
で
い
た

U

君
主
は
契

約
以
前
に
お
い
て
支
配
者
で
あ
り
契
約
な
く
と
も
支
配
者
で
あ
っ
た
。
け

れ
ど
も
か
か
る
独
立
的
な
出

R
B口
「
阻
止
即
日
口
宮
叩
は
、
単
に
円
、
間
口
門
]
吋
0

・

口
宮
の

E
n
E
R
-
r
r
な
、
ま
た
こ
れ
が
問
題
に
な
る
か
ぎ
り
に
お

い
て

l
注
目
片
口
百
円
邑
〈
な
行
使
の
み
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

3
2・

出
巴

-
2
5
2
同ロ

H--EBR
の
要
求
に
つ
い
て
は
、
古
米
、
一
フ
ン
ト
の
拘

束
を
う
け
、
ラ

γ
ト
ロ
イ
テ
と
の
聞
で
、
「
契
約
L

の
形
で
協
定
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

zι山町
u

司丸山
r
F吋
HHHmwpwωMS
同
・
か
か

る
視
角
か
ら
し
て
ネ
フ
は
出
町
田
守

ω片
山
口
仏
刊
の
二
元
主
義
は
、
構
成
さ
れ

た
も
の
で
な
く
、
発
生
し
た
も
の
、
そ
れ
も
「
極
め
て
早
期
的
な

B
O口同・

5
E
2
F
2
3〉
g
c
-
E
U
B
E
m
R
を
克
服
し
つ
つ
、
徐
々
に
成
立
し
た
も

の
」
と
考
え
た

(HEL--ω-M品
。
)
。
か
か
る
見
解
は
、
ド
イ
ツ
の
領
邦

国
家
の
発
展
に
対
象
を
限
る
ば
あ
い
、
「
完
成
さ
れ
た
二
元
主
義
は
何
ら

か
末
期
的
な
現
象
で
あ
っ
て
、
す
で
に
凝
結
硬
化
の
し
る
し
を
お
び
て
い

る
」
(
固
め
同
同
町

nrえ
広
〈

R
H門担問
F
ω
・
吋
血
)
こ
と
を
力
説
す
る
ハ
ル
ト

ゥ
ン
グ
の
立
場
と
、
鋭
く
対
立
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
ハ

北
大
文
学
部
紀
要

ト
ヮ
ン
グ
と
て
も
、
領
邦
国
家
の
形
成
期
に
お
け
る
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ
ン
デ

の
役
割
の
重
要
性
を
無
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
決
し
て
な
く
、
「
君
主
の

恐
意
に
対
す
る
、
財
政
の
分
野
に
お
け
る
忌
民
主
吋

g
n
r阻
止
に
対
す
る
、

ラ
ン
ト
分
割
等
に
さ
い
し
て
の
私
法
的
な
反
動
に
対
す
る
斗
い
」
に
お
け

る
シ
ュ
テ
ン
デ
の
役
割
に
注
意
を
喚
起
し
、
さ
ら
に
、
か
か
る
個
別
的
な

行
動
に
も
ま
し
て
、
シ
ュ
テ
ン
デ
は
「
単
に
そ
れ
が
存
在
し
た
と
い
う
、

そ
れ
だ
け
の
事
実
を
通
じ
て
、
君
主
の
絶
対
主
義
に
対
す
る
の
め
問
。
口
問
0

・

司
片
宮
を
形
成
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
自
由
の
思
想
を
維
持
し
た
と
い

う
事
実
」
の
重
要
な
意
義
を
指
摘
し
て
い
る

(
H
E
P
ω
・
司
・
)
の
で
あ

っ
て
み
れ
ば
、
問
題
は
結
局
「
支
配
契
約
」
に
表
現
さ
れ
た
ヨ
ロ
ロ
丘
町
a

B
ロ
ω
た
を
何
ら
か
し

g
巳
2
2
F
R
r
F
な
も
の
と
理
解
し
う
る
か
否
か

と
い
う
こ
と
に
存
す
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
o

そ
し
て
本
稿
の
主
限

は
、
ま
さ
し
く
、
回
忌
ロ
emnro
河
O口
Z
O
と
-
間
口
ι
g
r
o円
円
ロ
ロ
「
白
河

R
E
O

と
の
関
係
を
、

3mg丘団吋
R
Z
-山
口
}
回
会
に
把
握
し
う
る
と
な
す
、
ギ

l
ル

ケ
や
ベ
ロ
ウ
以
来
の
方
法
的
前
提
(
後
述
)
に
た
い
す
る
批
判
に
存
す
る

の
で
あ
る
。

(
初
)
出

OHHmnrm止
Z
4
0
円同門恥
m
p
ω
・
司
・
こ
こ
で
ハ
ル
ト
ヮ
ン
グ
が
念
頭
に

お
い
て
い
る
の
は
、
近
時
、
イ
ギ
リ
ス
の
史
学
界
が
生
み
出
し
た
、
ド
イ

ツ
の
ラ

γ
ト
シ
ュ
テ
ン
デ
的
発
展
に
関
す
る
、
注
目
す
べ
き
研
究
業
績
、

町

「

の

m
g
z
p
司
氏
ロ
口
命
的
問
ロ
ハ
凶
司
白
門
戸
山
由

Bmwロ
宮
山
口
の

R
B
mロ
可
同
門

C
B

F
白
司
山
内
件
。
開
口
H
r
S
F巾
何
百

r
R
Oロ
岳
口
町
ロ
E
3
J
H甲
山
叫
甲
・
で
あ
る
ο

カ

l
ス
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
テ

γ
デ
は
、
こ
の
時
期
を
通
じ
て
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い
自
門
富
山
口
仏
目
的
口
宮
〈
由
民
白
曲
目

gmr
考
(
上
)
成
瀬

イ
ギ
リ
ス
の
議
会
と
極
め
て
類
似
し
た
機
能
を
も
っ
て
お
り
、
十
六
世
紀

ご
ろ
に
は
後
者
を
も
し
ば
し
ば
凌
ぐ
ほ
ど
の
勢
力
を
有
し
た
。
そ
れ
が
何

故
に
引
続
き
発
展
す
る
こ
と
な
く
、
衰
え
て
い
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題

の
解
明
に
、
彼
は
主
限
を
お
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
因
に
、
カ

l
ス
ト
ン
の

か
か
る
「
比
較
史
的
」
研
究
の
、
誤
れ
る
前
提
に
つ
い
て
は
、
ロ
ー
マ
大

学
の
出
。
止
め
】
U
2
2
も
適
切
な
批
判
を
加
え
て
い
る
。
(
ロ

212nr町

下
回
同
三
回
忌
ロ
号
ロ
ロ
仏
め
ロ
出
口
凹
n
r
g
】U同
-
5
5
0
E
u
E
H
m
F
】
σ・∞
0・】間
-w

-mvaゲ
ω
-
M∞九山内同一・)

〈
川
引
)
国
OHHmロ
-Mmw片
付
凹
話
同
門
円
島
問
叩
-wω
・
吋
明
口
.
ハ
ル
ト
ゥ
ン
グ
の
こ
の
主
張

は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
彼
の
国
制
史
概
説
に
お
い
て
も
、
強
く
あ
ら

わ
れ
て
い
る
。
〈
間
「
阿
佐
江
口
ロ
間
w
ロ
E
Z口
}
回
目
〈
R
F回目戸ロ間間
m
g
n
r
E
r
H
O

S
E
S
-
γ
『
与
口
ロ
ハ
H
0
3
σ
Z
N
E円
。
。
問
。
ロ
唱
同
旦
明
〉
三

--L30wω
・

ゆ
】
民
.
そ
し
て
、
こ
の
占
山
で
、
ハ
ル
ト
ゥ
ン
グ
は
、
ハ

γ
ス
・
シ
ュ
パ
ン
ゲ

γ
ベ
ル
タ
の
研
究
成
果
を
、
本
質
的
に
は
、
そ
の
ま
ま
ひ
き
つ
い
で
い
る

と
い
え
よ
う
。
〈
住
民
同
ロ
ωω]umHMmmロゲぬ門出一
w〈
O目
下
。
rロ
ω仲田由同

Nロ
自

ω忌ロ門目。
ω仲
間
州
民
・
何
回
ロ
回
巴
口
同

m
Nロ
円
切
口
ZHmwF戸
口
問
仏
OH-田口仏
ω片品目ロ門戸
Enroロ

〈
2
Fー∞
ωロロ
mw
】唱】

MWHロ
ω
r
g・
ω-m山凶日
-w
∞
-H-m
民
-u

〈
位
)
〈

m--
。
=
c
〈

Oロ
の
目
。
吋
r
p
u
g
仏目
5
2
F
0
0
0ロ
O凹凹巾ロ
ω口『州民
g
'

z
n
r
y
ω
ι
・-い

HN目
nrHmm何回円
E
n
r
z
仏
OHLmwロ
gnroロ
の
ゆ
ロ
ロ
回
目
巾
ロ
ω口7
・

一一丸
F
5
8咽

Z担
nr仏門戸口
r
-
3
h
F
ω
・
3
品
問
『
・
つ
ま
り
ギ

l

ル
ケ
は
、

ラ

γ
ト
シ
ュ
テ

γ
デ
を
究
極
的
に
は
関
口
弓

c
g
z
cロ
と
し
て
法
人
格
的

に
理
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
よ
り
仔
細
に
険
討
す
れ
ば
、

ギ
l
ル
ケ
は
中
世
の
「
，
身
分
」
関
係
の
叙
述
に
お
い
て
、
自
己
撞
着
に
陥

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
に
お
い
て
彼
は
、
ラ

γ
ト
シ
ュ
テ
ン
デ

が
、
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
特
権
的
な
区
民
で
は
な
く
、
ラ

γ
ト
の

3
℃
C
ロ・

江
田
口
宮
呂
田
ロ
r
Z
E
r
o
-片
g
t
で
あ
る
こ
と
、
こ
こ
で
は
身
分
概
念
は
、

い
わ
ば

FRan-H同町昨日
rrsuo--tRr
な
そ
れ
で
あ
る
こ
と
を
4

認
め
て
い

る
。
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ

γ
デ
と
し
て
の
法
的
資
格
(
戸
自
伝
広
口

L
2
E
S

を
も
つ
た
め
に
は
、
「
ほ
と
ん
ど
常
に
、
ラ
ン
ト
の
一
部
に
た
い
す
る
独

立
の
支
配
」
が
必
要
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
o
〈
包
・
の

σロ
o
g
mロ
田
口
『
え
Z
5・

n
y
F
F
ω
・
念
owω
・
3
a
r
ω
・
明
白
・
し
か
る
に
、
他
方
に
お
い
て
彼

は
ジ
ュ
テ
ン
デ
を
、
社
九
の
中
よ
り
す
る
、
政
治
臥
な
自
己
主
張
を
求
め

る
社
会
身
分
的
な
運
動
な
い
し
形
成
か
ら
説
明
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

シ
ュ
テ
ン
デ
は
自
己
の
地
位
を
、
自
己
自
身
の
同
日
お
口
問
。
君
主
同
も
し

く
は
ラ
ン
ト
の
〈

R
E
g
cロ
聞
の
内
部
に
お
け
る
か
れ
ら
の
権
利
に
負

う
の
で
は
な
く
て
、
か
れ
ら
の
問
。
ロ
O回目。ロ田口「問問
H-rFσ
開
宮
門
間
口
ロ
聞
に

負
う
ο

つ
ま
り
、
何
回
ロ
ロ
ロ
聞
は
、
す
で
に
存
在
し
て
い
る
シ
ュ
テ

γ
デ
の

政
治
的
権
利
を
保
障
し
た
の
で
は
な
く
、
こ
れ
が
は
じ
め
て
政
治
的
権
利

を
基
礎
づ
け
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
困
に
巴
ロ
ロ
ロ
聞
の
形
成
は
第
一

次
的
に
は
百
ロ
0
5芯
ロ
岳
民
『
な
ゲ
ノ
ッ
セ

γ
シ
ャ
フ
ト
的
結
束
の
過
程

で
あ
り
、
第
二
次
的
に

N司
広
ロ
r
o
g片
的
ロ
岳

mnr
な
そ
れ
で
あ
る
と
さ

れ
た
、
〈

m
-
-
H
Z
?
の
・
合
唱
同
・
唱
∞
-uua
町
内
・
か
か
る
自
己
矛
盾
に
こ
そ

ギ
i
ル
ケ
の
分
析
方
法
の
も
つ
問
題
性
が
、
特
徴
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

(臼

)
H
Z
?
ω
・
閣
法
結
局
、
か
か
る
説
明
は
、
ギ

l
ル
ケ
が
近
代
国
民
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を
、
有
機
体
的
な
っ
法
人
格
」
と
見
な
す
と
こ
ろ
か
ら
く
る
の
で
あ
る
。

後
述
参
照
。

〈
川
明
)
の

nc門
出

〈

Oロ
ロ
己

c
d
F
ω
3
B
B
Eロ
仏
∞

a
o
E
Z口
問
仏

2

F
ロ
ハ
】
丘
'

札円ロハ回目的

nroロ
〈
mw
民間

E
C口
聞
い
、
H
，

R
ユ
件
。
ロ
ロ

B
ロロ仏

ω宮内山丹
:
3
M凶

Neω
・

〉
ロ

g
-
M
u
ω
・
5
0
同
・
ベ
ロ
ウ
は
、
円
、
同
ロ
仕
込
ロ
ハ
民
ω
ロ
ro
〈由同町山田
ω
ロロ聞

を
、
ド
白
ロ
《
山
富
開
制
度
と
不
可
分
に
と
ら
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ

て
、
ア
イ
ヌ

γ
グ
説
批
判
の
主
要
な
論
拠
の
一
つ
を
、
次
の
事
実
に
求
め

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
フ
ン
ト
タ

l
p
が
「
永
続
的
な
ア
イ
ヌ
ン
グ
」
と

し
て
成
立
す
る
場
合
は
少
く
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
う
し
た
ラ

γ
ト
タ

l
p

が
、
「
永
続
的
な
ア
イ
ヌ
ン
グ
」
の
形
態
を
そ
な
え
て
い
な
い
ラ
ン
ト
タ

l

F
に
比
し
て
ヨ
リ
多
く
を
な
し
得
た
こ
と
は
論
証
さ
れ
な
い
と
。
困
に

円
、
自
己
的
思
ロ
〔
出
回
ロ
}
M
O

〈

2
同目印
ωロ
ロ
聞
の
成
立
、
発
展
に
た
い
す
る
ア
イ
ヌ

ン
グ
運
動
の
役
割
に
つ
い
て
の
、
か
か
る
否
定
的
一
評
価
は
フ
リ
ッ
ツ
・

ハ
ル
ト
ヮ

γ
グ
に
も
同
様
に
見
ら
れ
同
国
立
ロ
ロ

mu
〈
日
片
山
田
戸
口
問
団
宮
田
口
広
-

AHZPω
・
3
ご
、
ま
た
ヘ
ル
ピ
ッ
ク
も
、
基
本
的
に
は
、
こ
の
立
場

を
う
け
つ
い
で
い
る
。
〈
m-・
出
色
ゲ
仲
間
切

P
同・

0
・
ω・
3
-
同
・
し
か
し
、

阿
者
と
も
、
デ
ィ
ナ
ス
テ
ィ

l
の
「
私
法
的
な
所
有
観
念
」
(
伝
同
]
U
H
-
-

4
2
5
n
E
E口
宮
開
門

m
o
E
E
B田ゲ
omロ
ロ
)
に
対
抗
す
る
、
独
自
の
利
害
を

そ
な
え
た
「
公
共
体
」
(
の
め
自
色
ロ
司

2
0巳
と

し

て

の

3
F白
ロ
円
内
が
、

ア
イ
ヌ
ン
グ
運
動
に
表
現
さ
れ
る
ご
と
き
ジ
ュ
テ
ン
デ
の
拾
頭
を
通
じ
て

は
じ
め
て
形
成
さ
れ
た
、
と
い
う
事
実
の
重
要
性
を
否
定
し
て
い
な
い
こ

と
(
〈
包
・
国
恒
三
ロ
ロ

mu
〈
R
p
g戸
HHmumsnrrrFω
・
3
w
図。

-zmw

北
大
文
学
部
紀
要

同
-
m・
9wω
・
5
3
は
、
注
目
に
価
す
る
。

(
行
)
ギ

l
ル
ケ
は
い
う
、
「
ラ
ン
デ
ス
ホ

l
ハ
イ
ト
の
完
成
の
中
に
の
み

ド
イ
ツ
の
国
家
思
想
の
源
を
求
め
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
と
な
ら
ん
で
、

ま
た
こ
れ
と
共
に
、
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ
ン
デ
の
発
展
は
ひ
と
し
く
重
要
な
要

因
で
あ
っ
た
。
前
者
が
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
一
フ
ン
デ
ス
オ

l
ブ
リ
ヒ
カ
イ
ト

へ
の
変
化
を
意
味
す
る
と
す
れ
ば
、
後
者
は
シ
ュ
テ
ン
デ
の
ゲ
ノ
ッ
セ

ン
シ
ャ
フ
ト
的
な
ア
イ
ヌ

γ
グ
を
通
じ
て
の
、
ラ
シ
ト

l
lこ
れ
が
オ

i

ブ
リ
ヒ
カ
イ
ト
に
対
立
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
ー
ー

の
組
織
を
意
味
す
る
ο

か
く
て
、
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
と
ラ
ン
ト
と
は
ニ
つ
の

並
存
せ
る
、

ω同白血
-arHMg
月
開
口
庄
の
担
い
手
と
な
り
、
そ
れ
ら
が
結
び

つ
い
て
、
中
世
の
終
結
か
ら
生
れ
た
と
こ
ろ
の
ド
イ
ツ
国
家
を
表
現
す
る

に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
」
と
(
の
ωロO
回目白ロ

R
Fえ
Z
Bロ宮
-

H
唱

ω・明い広

ご
。
ま
た
ベ
ロ
ウ
は
い
う
、
「
初
期
の
領
邦
国
家
は
、
つ
ま
り
仏
ロ
田
口
a

m片
山
田
ロ
「
で
あ
り
、
二
つ
の
相
異
る
悶

2
z
m
g
r〕
O
E
に
分
裂
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
国

2
5
n
r同町
Z
B
n
r
z
を
も
っ
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
と
、
そ

し
て
ラ
ン
ト
と
に
、
で
あ
る
。
近
代
の
国
制
に
よ
れ
ば
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
と

議
会
と
は
向
一
の
国
家
の
諸
機
関
で
あ
る
の
に
、
初
期
の
ド
イ
ツ
領
邦
国

家
は
、
い
か
な
る
ヨ
リ
高
次
の
秩
序
に
よ
っ
て
も
統
合
さ
れ
ざ
る
、
二
つ

の
部
分
に
分
裂
し
て
い
る
」

3
3
Z
B
E出
品
切
邑

2
2ロ
m-um--NS
。

さ
ら
に
、
「
こ
の

2
g
z
zロ
Z
-
r
r
な
り
戸
丘
町

g
g
の
枠
内
に
お
さ

ま
ら
な
い
諸
要
素
も
あ
る
が
、
:
:
:
こ
の
り
ロ
丘
町
田
戸
ω
は
、
た
し
か
に

初
期
領
邦
国
家
に
、
そ
の
最
も
顕
著
な
刻
印
を
与
え
て
い
る
」

(HE仏ζ

~ 51ー
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テ
ノ
連
邦
諸
国
家
ュ
ハ
巳
ロ
o
F
E含
志
ロ
岳
回
口
ro
〈
O門町回目印ロロ
m
ガ
オ
コ

ナ
ワ
レ
ル
ベ
シ
」
(
ロ

c
-
g
B
S
Z
N己
円
借
E
R
Y
Oロ
〈

R
P回目ロロ間凹問
0・

m口
r
u
z
m
v
r
a
m
-
ぐ
D
ロ
門
戸
田
口
r
o
p
F
ω
a
u

(
引

)ω
口
匡
戸
ロ
目
r
H
O
P
H
当
5
2
5
5
5
E口問
2
0
5
0ロ
〈
O
B
S・

7
向田
r
S
N
D
e
〉
え
・
ョ
・
「
ド
イ
ツ
連
邦
ハ
、
自
由
都
市
ヲ
例
外
ト
ス
レ

パ
、
主
権
的
ナ
ル
諸
君
主
ヨ
リ
構
成
サ
レ
ル
ガ
ユ
エ
ニ
、
コ
レ
ニ
ヨ
り
与

エ
ヲ
レ
タ
ル
基
本
概
念
ニ
モ
ト
ヅ
キ
、
ス
ベ
テ
ノ
国
家
権
力
ハ
国
家
ノ
首

長
ニ
統
合
サ
レ
テ
ア
ル
ベ
夕
、
且
ツ
主
権
者
ハ
、
タ
ダ
一
定
ノ
諸
権
利
ノ

行
使
ニ
オ
イ
テ
ノ
ミ
、
。
円
ロ
o
Eロ《]由民ロハ円山田口
ro
〈
R
p
g戸
ロ
四
ニ
ヨ
リ
、

云
咋
耳
目
吋
]
同
ロ
ロ
m
L
2
ω
芯ロ
LO
ニ
拘
束
サ
ル
ベ
シ
」

(HEpum凶
・
沼
∞
・
)

(
m
A
)

ギ
l
ル
ケ
の
名
を
ヒ

γ
ツ
ェ
が
挙
げ
て
い
な
い
と
し
て
も
、
次
の
よ

う
な
章
句
は
、
彼
の
「
総
合
」
的
見
解
を
よ
く
一
不
す
で
あ
ろ
う
。
「
回
忌
a

身

分

的

自

由

ロ
《
山
山
田
口
『
ぬ
ぐ
由
民
自
ω
ロ
ロ
聞
に
お
い
て
何
日
ロ
ロ
ロ
開
凹
司

2
8
が
有
つ
意
義
は
、

政
治
的
に
特
権
を
賦
与
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の

γ
ュ
テ

γ
デ
の
性
格

に
も
と
づ
い
て
い
る
。
そ
れ
〔
回
ロ
ロ
口
町
2
5
2ロU

は
、
単
独
で
は
、

回
忌
ロ
舎
岳
町
〈
え

g
g
m
の
基
礎
で
は
な
い
|
|
か
か
る
基
礎
の
ひ
と

つ
は
、
む
し
ろ
、
す
で
に

ω
S
R宮
、
常
ゲ
何
百
与
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
て
い

る
|
|
、
し
か
し
そ
れ
は
、
少
な
く
と
も
真
の
、
強
力
な

ω
円
台
会
見
宮

ぐ
R
F
g
c
H
H聞
の
不
可
欠
な
構
成
部
分
な
の
で
あ
る
o
」「

ω
S
2
2
2ヴ白ロ与

が

ω払
ロ
ι君
。

HFω
田
口
ロ
聞
の
木
来
の
主
要
な
基
礎
を
形
成
す
る
と
い
う
点

で
は
、
も
ち
ろ
ん
彼
〔
ベ
ロ
ウ
〕
は
正
し
い
。
け
れ
ど
も
、
開

E
E口
問
的
唱
守

閉
め
ロ
は
、
そ
れ
と
並
ん
で
、
や
は
り
間
同
ロ
ロ
ι
z
m
oロ
仏
な
意
義
を
も
つ
も
の

な
の
で
あ
る
。
」
目

E
N
P
巧
o
r
m
g岳山口
E
R
Z
切

E
S間
g
m
g
h

ω宮
内
昆
己
ロ
仏
〈
巾
正
問
印
閉
口
口
muω
・】吋臥・

一回一

の

本

質

身
分
制
な
い
し

3
r
s
r
H
Pロ
門
円
山
田
口
宮
〈
2
p
gロロ
mE
の
研
究
史
上
に
お
い
て
オ
ッ
ト

l
・
ヒ
ン
ツ
ェ
の
学
説
が
占
め
る
重
要
性
は
、
こ

の
問
題
の
「
比
較
史
的
研
究
」
に
対
す
る
大
き
な
寄
与
と
な
ら
ん
で
、
彼
が
、
近
代
的
領
域
国
家
制
度
の
成
立
に
関
し
て
、

ギ
l
ル
ケ
の
立

場
と
ベ
ロ
ウ
の
立
場
と
を
、
何
ら
か
彼
独
自
の
視
点
に
お
い
て
つ
総
合
」
せ
ん
と
試
み
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

も
と
よ
り
か

て
彼
が
よ
っ
て
立
つ
方
法
的
基
盤
は
、
本
質
的
に
み
て

か
る
「
総
合
」
を
通
じ
て
、
新
た
な
研
究
方
向
へ
の
展
望
が
既
に
聞
か
れ
た
、

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
中
世
国
制
史
の
把
握
に
さ
い
し

ヒ
ン
ツ
ェ
は

ω忌ロ円山岡田口
E

〈
2
p
g
E伝
の
本
質
を
、

I 

般:直
に、亭

説
」

の
そ
れ
で
あ
イコ

7こ
O 

あ
る
政
治
的
な
支
配
団

北
大
文
学
部
紀
要

次
の
点
に
見
出
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、



3
F間口円山田仲間口弘山由
n
H
H

巾
〈
町
民
間
回

E
ロ
ぬ
か
れ
考
(
上
)
成
瀬

体

(
E
2吋
mnr国
内
昨
日

4
2
r
g仏
)
の
内
部
に
お
い
て
、

「
人
民
の
う
ち
の
、
社
会
経
済
的
・
政
治
的
に
給
付
能
力
あ
る
、
特
権
的
な
諸
階

回一円」

ハ
円
同
庁
名
町

gnF戸
内
己
目
ロ
ゲ
・
凹
O
N
ぽ

-
E
H円
同
℃
。
ロ
片
山
田

n
r
r
u
Eロ
ぬ
丸
山

prHm巾
ロ
ロ
ロ
門
日

σ
0
4
0吋
N
ロ

m
gロ
ωnrHロ
宮
町
ロ
門

H2
∞2

んい

-rRロ
ロ
∞
)
が

る2~
O~ 弓

'd 。
炉i
国
rl-
H ・
〈

に
組
識
さ
れ
た
か
た
ち
で

支
配
者
に
た
い
し
て
全
体

(
戸
田
口
仏
や
月
白
山
口
『
)

を

「
代
表
」

す
る
と
い
う
こ
と

で
あ

し
か
も

ヒ
ン
ツ
ェ
に
と
っ
て

か
か
る
「
諸
階
層
」
は
、
結
局
の
と
こ
ろ

「
国
家
」
に
対
置
さ
れ
る
つ
社
会
」
の
、

考
え

ら
れ
て

L 、-¥， 、
fti亙ぃ

カ込

F乙そ

れ
vf 

「
国
家
主
権
者
」

H

君
主
に
た
い
す
る
「
臣
民
団
体
」

(
d
E
R
Sロ
g
4
2
Eロ
仏
)
の
土
台
の
う
え
で

の
か
ぎ
り
で
、
彼
の
立
場
は
、
ベ
ロ
ウ
の
そ
れ
と
、
本
質
的
に
は
同
-
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

回口
EMm
の
役
割
を
重
視
す
る
に
せ
よ
、

一
般
論
と
し
て
は

ベ
ロ
ウ
よ
り

ヒ
ン
ツ
ェ
も
、
ド
イ
ツ
の
諸
領
邦
に
関
し
て
は

ω片
戸
口

(rw
が

「
テ
リ
ト
リ
ア

l
ル
な
国
家
形

成
そ
の
も
の
と
と
も
に
成
立
し
成
長
し
た
」
こ
と
を
認
め
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

」
こ
で
は

シ
ュ
テ
ン
デ
は
「
あ
る
意
味
で
は
ラ
ン
デ

- 54-

ス
ヘ
ル
の
創
造
物
」
と
み
な
さ
れ
る
も
の
、

「
お
お
む
ね
、
自
由
な
ア
イ
ヌ
ン
グ
と
し
て
よ
り
、
む
し
ろ
強
制
団
体

)
N
4
4
2戸
ぬ
印

m
g
c
m
t

(
4
)
 

と
い
う
の
で
あ
る
。

田町

5
n
r田
町
同
)
と
し
て
現
わ
れ
る
」
も
の
だ
、

形
成
期
の
テ
リ
ト
リ
ア

l
ル
シ
ュ
タ

l
ト
の
理
解
に
お
い
て
、

」
の
よ
う
に

ほ
と
ん
ど
ベ
ロ
ウ
の
立
場
を
踏
襲
す
る
ヒ
ン
ツ
ェ
も

し
か
し
、

ひ
と
つ
の
重
要
な
点
で
、

ベ
ロ
ウ
か
ら
離
れ
る
よ
う
に
見
え
る
。

ほ
か
な
ら
ぬ
、
か
の

ω忌
ロ
丘
団

n
r
R
ロ
5
-
u
B
5
の
説
明
に

さ
い
し
て
、

で
あ
る
。
こ
の
「
二
元
性
」
は
何
に
も
と
づ
く
か
。
第
一
に
、
そ
れ
は
、
身
分
的
な
国
家
に
は
未
だ
近
代
国
家
の
有
つ
統
一

(
5
)
 

な
か
ん
づ
く
国
家
権
力
の
一
体
性
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
と
ヒ
ン
ツ
ェ
は
い
う
。

」
こ
ま
で
は
、
全
く
ベ
ロ
ウ

性
と
ま
と
ま
り
、

と
同
じ
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
二
元
性
」
の
よ
っ
て
き
た
る
と
こ
ろ
と
し
て
、

ヒ
ン
ツ
ェ
は
さ
ら
に
次
の
事
実
を
指
摘
す
る
。

す

な

わ

ち

「
初
期
の
身
分
制
国
家
は

多
か
れ
少
か
れ

強
度
に
家
産
制
的

(
U
Z
E
S
E
-
)な
構
造
の
も
の
で
あ
る
1
1
1
こ
の
構
造
は
レ

l
ン
制

を
通
じ
て
生
ま
れ
た
も
の
か
も
知
れ
ぬ
し
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
に
別
の
仕
方
で
生
じ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
ー
ー
と
い
う
こ
と
」
で



あ
る
。
そ
こ
に
は

α同
g
E
n
r
E
R
n
Eロ
nr
な
観
念
な
い
し
制
度
と
胃
Z
E
B
E
n
r
E
n
r
な
観
念
な
い
し
制
度
と
の

広
汎
な
混
鴻
が
み

ら
れ
る
。

む
し
ろ
「
公
的
権
利
は
未
だ
、
家
父
長
制
的
あ
る
い
は
封
建
制
的
な
源
を
も
っ
私
的
権
利
か
ら
、
明
確
に
自
己
を
分
離

ペ

6
〕

し
て
お
ら
ず
、
未
だ
、
近
代
的
国
家
を
特
徴
づ
け
る
よ
う
な
支
配
的
地
位
へ
到
達
し
て
い
な
か
っ
た
」
の
で
あ
る
。

、
:
、

、L
V

手
人

戸
川
出
邑
を
し
て
、

み

ず
か
ら
を
「
第
二
の
支
配
主
体

(
E
2
2己
g
h
z
z
z
m
F
O
」
と
し
て
出
町
え
の
か
た
わ
ら
に
登
場
せ
し
め
、
宗
門
的
岳
岳
町
民
日
岡
田
口
}
阿
国
内
同

ー

l
こ
れ
は
未
だ
半
ば
私
的
な
権
利
と
見
な
さ
れ
た
|
|
の
単
な
る
客
体
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
に
い
た
ら
し
め
た
も
の
は
、

「
な
か
ん

づ
く
出
町
田
己
山
口
「
何
回
日
門
田
口
宮
内
同
回
同
町
口

r
g
の
パ
ト
リ
モ
ニ
ア
l
ル
な
理
解
」
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
「
真
に
公
的
な
権
力
の
明
確
な
概
念

ハ
7
)

が
欠
如
し
て
い
た
」
の
で
あ
る
。

z
F
戸ロ門回目片山ドロ(日目印ロ
rm
〈
巾
見
出
回
目
己
ロ
mE
の、

と
り
わ
け
そ
れ
を
特
徴
づ
け
る

3

巴

E
-
5ロ
5
P
の
背
後
に
「
パ
ト
リ
モ
二
ア
ー
ル
な
構
造
」

を
洞
察
し
た
と
い
う
こ
と
I
l
-
-
こ
の
点
に
ヒ
ン
ツ
ェ
の
「
総
合
」
的
立
場
の
大
き
な
長
所
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
ヒ

(
8
)
 

ン
ツ
ェ
は
、
ベ
ロ
ウ
の
、
あ
ま
り
に
も
し
ロ
江
田
江
田
口
町
民
な
中
世
国
家
学
説
を
は
な
れ
、

(
9
)
 

ツ
ク
ス
・
ウ
ェ

l
パ
l
に
接
近
し
た
と
も
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
し
か
し
、

む
し
ろ

3
8
N
Z
-
o
m江
田
口
町
民
な
地
平
に
お
い
て
マ

一円ー

ヒ
ン
ツ
ェ
は
、
彼
の
か
な
り
柔
軟
な
思
考
が
可
能
な
ら
し

め
た
で
あ
ろ
う
こ
の
認
識
を
、
さ
ら
に
一
歩
お
し
す
す
め
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
あ
る
い
は
む
し
ろ
、
な
し
え
な
か
っ
た
。
彼
が
指
摘

パ
F
n
y
モ
ニ
ア
ー
ル

す
る
つ
家
産
制
的
構
造
」
も
、
結
局
は
「
国
家
の
家
産
制
的
構
造
」
で
あ
っ
た
以
上
、
彼
は
そ
こ
で
忽
ち
「
権
利
の
不
平
等
性
」

u
「
特

権
」
と
近
代
に
お
け
る

J
S
E岳
民
同
哲
岳
与
な
権
利
の
平
等
性
」
と
の
比
較
論
へ
と
逆
戻
り
し
、

日
く
、
経
済
的
、
社
会
的
な
不
平
等
が
身
分
制
の
事
実
上
の
基
礎
で
あ
る
如
く
、
特
権
は
そ
の
法
的
な

又
し
て
も
次
の
よ
う
な
シ
ュ
テ
ン
デ

解
釈
を
く
り
か
え
す
の
で
あ
る
。

基
礎
で
あ
る
。

し
か
し
権
利
に
は
戸
田
邑
も
し
く
は
河
町
5
r
に
対
す
る
給
付
(
円
四
日
三
E
H
m
)
の
義
務
が
対
応
す
る
。

か
く
て
、
「
知
巳
・

各
回
目
。
(
目
白
戸
田
口
門
山
田
芯
ロ
門
回
目
の
地
位
に
到
達
し
た
の
は
、
軍
事
的
お
よ
び
財
政
的
に
、

と
り
わ
け
給
付
能
力
あ
る
人
民
層
(
岳
町

B
E
S
H広
島

北
大
文
学
部
紀
要



ト田口仏国仲間口全国日
r
J
1
m
R回
目
的
ロ
ロ
ね
な
考
(
上
)
成
瀬

ロ
ロ
門
目
白
ロ
田
ロ
N仲

m
w
-
-
4
0
H
N
出関口口}同】白山田
E
H
ロ
m山田町
mvvr刷。ロ

ωロr-nr-xw
ロ門
H
O円

∞由a

司。-rmHJレ
ロ
ぬ
)

(

叩

〉

な
の
で
あ
る
L

と。

か
か
る

「
逆
転
」
が

3
F
S門H
2
P
ロ
岳
凹
口
広
〈
由
民
自
由
E
m
E
(
ヒ
ン
ツ
エ
の
場
合
、
そ
れ
は
殆
ど
身
分
議
会
制
と
同
義
で
あ
る
)
を
、
近
代
的
議
会
制
の

「
不
完

あ 全
ろな
う宍先
。駆

」

と
見
な
す

い
わ
ば
十
九
世
紀
ド
イ
ツ
的
H

立
憲
君
主
制
的
な
立
場
の
、

必
然
的
帰
結
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
明
ら
か
で

で
は
、

わ
れ
わ
れ
は
ど
こ
か
ら
出
発
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
ベ
ロ
ウ
い
ら
い
、

ハ
ル
ト
ク
ン
グ
・
へ
ル
ビ
ッ
グ
に
い
た
る
研
究

史
に
照
ら
し
て
、
わ
れ
わ
れ
ま
ず
、
次
の
事
実
は
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
官
官
仏
広
島
市
同
ロ

5
-
2
5
5
の
問
題
を
考

え
る
ば
あ
い
、
領
邦
国
家
形
成
と
の
連
関
に
お
け
る
シ
ュ
テ
ン
デ
の
政
治
史
的
、
国
制
史
的
な
意
味
づ
け
に
関
す
る
か
、
ぎ
り
、

ギ

l
ル
ケ

的
な
「
ア
イ
ヌ
ン
グ
説
」
は
、
今
日
も
は
や
実
証
的
に
支
持
し
難
い
と
い
う
こ
と
。
し
か
し
同
時
に
、
他
方
で
は
、

「
身
分
的
自
由
」

H

「
特
権
」
な
る
も
の
の
客
観
的
存
在
そ
れ
自
体
は
、
「
近
代
的
国
家
」
の
形
成
過
程
に
お
い
て
、
何
ら
か
重
要
な
役

割
を
果
し
た
ー
ー
ー
と
り
わ
け
政
治
的
自
由
と
の
連
関
に
お
い
て
ー
ー
ー
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

も
と
よ
り
、
後
者
を
も
っ
ぱ
ら
身
分
制
議
会
と
い
う
制
度
の
歴
史
的
評
価
と
い
う
角
度
か
ら
と
り
あ
げ
る
こ
と
は
、

シ
ュ
テ
ン
デ
な
い
し

一日一

か
の
「
立
憲
君
主

制
的
」
立
場
へ
の
逆
戻
り
に
し
か
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
で
、

ハ
ル
ト
ゥ
ン
グ
が

3
S
E
E
C
B
の
本
来
の
思
想
」

を
「
国
家

か
ら
の
自
由
」
と
し
て
と
ら
え
、
こ
の
よ
う
な
「
身
分
的
自
由
」
に
は
「
領
民
に
た
い
す
る
の
2
w宮
中
ロ
ロ
仏
の

E
ロ門戸。仏
2
0
E
F
R
?

印
ロ
「
え
に
こ
そ
含
ま
れ
て
い
る
が
「
君
主
の
諮
問
会
議
に
お
け
る
代
表
」
と
い
っ
た
こ
と
は
こ
れ
に
属
し
て
い
な
か
っ
た
、

(

日

)る
こ
と
は
、
す
こ
ぶ
る
適
切
だ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
な
が
ら
他
面
、
近
代
的
国
家
の
形
成
に
お
け
る
君
主
権
(
司
位

g
g

と
述
べ
て
い

君
主
権
力
な
い
し
国
家
権
力
の
理
解
に
長
ら
く
つ
き
ま

と
っ
た
「
家
産
制
的
」
な
い
し
「
私
法
的
」
観
念
の
存
在
を
容
認
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ
に
お
と
ら
ず
示
唆
的
で
あ
る
。

ロ
E
B
)
の
指
導
的
な
役
割
を
極
度
に
力
説
す
る
ハ
ル
ト
ゥ
ン
グ
で
さ
え
も
が
、



ま
さ
し
く
こ
こ
に
、

ω忌
ロ
岳
2
F
2
U戸田口∞
B
5
の
由
っ
て
き
た
る
ゆ
え
ん
に
つ
い
て
の
、
前
述
せ
る
ご
と
き
ヒ
ン
ツ
ェ
の
認
識
を
、

さ
ら
に
一
歩
お
し
す
す
め
る
た
め
の
手
が
り
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
、

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

問
題
の
核
心
は
、

3
F
g
仏
三
官
丘
団
nr巾
〈

2
p
g戸口
mE
成
立
の
背
後
に
横
わ
る
歴
史
的
前
提
と
し
て
の
、
「
公
法
」
と
「
私
法
」

(
H
「

公
的
権
利
」
と
「
私
的
権
利
」
)
の
未
分
化
と
い
う
事
態
を
、
い
か
に
把
握
す
る
か
、
で
あ
る
。
け
だ
し
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ

l
パ
ー

が、

3

回日目。
-cm-2rE
な
観
点
か
ら
指
摘
せ
る
ご
と
く
、
「
身
分
的
支
配
」
と
は
一
定
の
首
長
権
力
と
そ
れ
に
対
応
す
る
経
済
的
チ
ャ
ン

ス
が
行
政
幹
部
に
私
有
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
家
産
制
的
支
配
の
形
式
」
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
コ
行
政
幹
部
の
個
別
成
員
」
に
よ
る
「
物
的

行
政
手
段
の
私
有
L

や
「
命
令
権
の
私
有
」
が
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
。
ー
l
l
「
身
分
的
支
配
」
が
か
か
る
も
の
で

い
わ
ゆ
る
「
古
典
学
説
」
的
な
中
世
国
制
像
は
、
身
分
制
の
歴
史
的
か
つ
理
論
的
な
認
識
に
と
っ
て
、
方
法
論
上
、
根
木
的

あ
る
以
上
、

な
欠
陥
を
生
み
出
し
た
、

と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
き
に
述
べ
た
ご
と
く
、

「
古
典
学
説
」
の
基
本
的
立
場
は

西
洋
中
位
の
〈
2
・

~ 57ー

同
由
回
目
戸
口
ぬ
に
お
い
て
も

一
方
に
公
的
な
権
利
の
一
元
的
な
担
い
手
た
る
出
町
田
仲
g
E
B
(あ
る
い
は
問
。
ヒ
m
E
B
)
を
、
他
方
に
、
、-
L.-

れ
と
対
応
す
る

3
d
E
2
Sロ
B〈
mHEロ
門
山
れ
れ
を
範
時
的
に
想
定
す
る
。
そ
の
結
果
、
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ
ン
デ
を
、
最
初
か
ら
、

あ
る
い
は
本

来
的
に
、
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
「
特
権
的
な
臣
民
」
(
岳
町

σ
2
2
2
m
H
Oロ
C
5
2
g
Eロ
)
と
規
定
し
て
か
か
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
し
か

も
、
か
か
る
コ
ロ
E
2
gロ
gt
た
る
や
、
元
来
、
グ
ル
ン
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
が
例
え
ば
ベ
ロ
ウ
の
場
合
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
「
社
会
的

い
い
か
え
れ
ば
、
公
的
な
分
野
た
る
「
国
家
」
に
対
置
さ
れ
た
私
的
な
分
野
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
た
だ
か
れ
ら
の
「
軍

L

な
次
元
、

事
的
な
い
し
財
政
的
な
給
付
能
力
」
の
ゆ
え
に
、
あ
る
て
い
ど
の
政
治
的
権
利
を
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
も
の
に
と
ど
ま

る
の
で
あ
る
。

か
か
る
「
古
典
学
説
」
の
概
念
装
置

つ
ま
り
「
国
家
」

「
社
会
」
と
い
う
対
概
念
の
設
定
は
、

し
か
し
突
の
と
こ
ろ

身
分
制
そ
の
も
の
の
解
体
、
変
質
の
歴
史
的
所
産
た
る

u
h
g伊丹田

E
呂町吋

E

の
観
念
、

な
い
し
は
そ
れ
に
即
応
し
て
構
成
さ
れ
た
、
十
九

北
大
文
学
部
紀
要



ト
田
口
円
四
国
仲
間
ロ
庄
田
口
宮
〈
町
民
間
的
印

EmR
考
(
上
)
成
瀬

世
紀
以
来
の
社
会
科
学
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
、
無
媒
介
に
、
身
分
制
の
認
識
へ
と
適
用
す
る
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
で
あ
ろ

M
V
こ
の
こ

と
か
ら
生
ず
る
特
徴
的
な
帰
結
は

当
面
の
問
題
に
関
し
て
い
え
ば
第
一
に

ω
H
P
ロ
門
山
広
島

2
巴戸田
-
E
H
Z
M
m

の
歴
史
的
背
景
(
な
い
し

根
源
)
の
正
当
な
認
識
が
曇
ら
さ
れ
る
こ
と

第
二
に
、

3
U
E
F
B
g
E
の
「
克
服
」
後
に
お
け
る
国
制
日
「
絶
対
主
義
」
の
イ
メ
l

ジ
が
不
当
に
近
代
化
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。

「
近
代
的
国
家
」
の
「
二
元
的
」
性
格
を
強
調
す
る
ネ
フ
は

」
の
二
元
性
が
フ
ラ

ン
ス
革
命
以
前
に
は
決
し
て
破
壊
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
出
町
田
仲
と

ω♀
口
伝
の
対
立
は
決
し
て
揚
棄
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
注
意
を
う

な
が
し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
い
か
な
る
国
に
お
い
て
も
明
白
B
R号
R
E
が
端
的
に
す
べ
て
で
あ
っ
た
こ
と
は
な
い
。

〈
丘
町
田
村
由
ロ

Eu

戸田口仏目印
H
m
n
Z
と
い
う
対
抗
原
理
は
、

よ
し
ん
ば
若
干
の
国
家
で
、

一
時
的
に
、
殆
ど
消
滅
し
麻
癖
し
た
と
し
て
も
、

決
し
て
亡
び
去

っ
た
こ
と
は
な
い
。

「
絶
対
主
義
時
代
」

十
l
h

- 58ー

と
い
う
常
套
語
に
欺
か
れ
て
、
こ
の
事
実
を
見
誤
っ
て
は
な
ら
な
い
。
「
絶
対
主
義
」

単
に
、
ヲ
ピ
巳
と

ω芯
ロ
号
を
両
極
と
す
る
惰
円
の
内
部
で
、
重
心
が
前
者
に
移
行
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

ま
た
何
処
に
お
い
て
も
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
充
た
さ
れ
ざ
る
要
求
に
と
ど
ま
っ
た
」
の
で
あ
る
と
。

「
絶
対
主
語

t土

い
つ
で
も
、

こ
の
よ
う
な
ネ
フ
の
提
言
の
意
味
を
、
十
分
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、

か
か
る
性
格
が
、
国
制
史
的
に
み
て
、
何
に
由
来
す
る
か
を
考
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
さ
い
、
再
び
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ

l
パ
l

わ
れ
わ
れ
は
、

い
ま
、

「
絶
対
主
義
」
国
家
の

の
次
の
指
摘
は
、
極
め
て
示
唆
的
な
も
の
で
あ
る
。

か
れ
に
よ
れ
ば
、
身
分
制
国
家
と
い
う
「
永
続
的
な
政
治
的
構
成
体
」
の
内
部
に
お

い
て
、
処
理
を
迫
る
新
た
な
「
行
政
任
務
」
が
不
断
に
増
大
し
て
ゆ
く
に
と
も
な
い
、

モ
ナ
ル
ヒ
ッ
シ
ュ
な
官
僚
制
の
発
展
が
お
こ
り
、

こ
の
官
僚
制
が
身
分
制
国
家
と
い
う
結
合
体
を
再
び
破
砕
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
か
か
る
官
僚
制
の
普
及
と
、

た
へ
ル
の
力
の
強
化
と
は
「
さ
し
あ
た
り
、
家
産
制
の
復
活
と
い
う
形
を
と
り
、
家
産
制
は
、

し
か
し
、

し
た
が
っ
て
ま

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
政
治
団
体
に
お
い
て

t土

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
時
代
に
い
た
る
ま
で
支
配
的
な
形
態
と
し
て
維
持
さ
れ
て
い
た
が
、

ど
こ
に
お
い
て
も
、
長
期
に
わ
た
れ
ば
わ
た



る
ほ
ど
、

ま
す
ま
す
純
粋
な
官
僚
制
に
接
近
し
て
い
っ
た
L

の
で
あ
る
。

ウ
ェ

l
パ
l
の
か
か
る
指
摘
は
、
巨
視
的
に
み
て
、
す
こ
ぶ
る

妥
当
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
絶
対
王
政
の
典
型
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
た
る
「
神
授
王
権
説
」
が
、
事
実
上
、
家
父
長
制
的
統
治
原

理
の
表
明
で
あ
る
こ
と
は
今
更
い
わ
ず
も
が
な
、
プ
ロ
イ
セ
ン
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
そ
の
典
型
を
み
る
「
啓
蒙
的
絶
対
主
義
」
で
さ
え
、

そ
の
本
質
は
「
後
見
的
」
な

uho--E3え
れ
以
外
の
何
ゐ
の
で
も
な
か
っ
た
の
で

ipo
而
し
て
、

ア
ン
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
(
広
義

の
)
に
お
け
る
身
分
的
特
権
や
家
父
長
権
の
原
理
的
維
持
は
、

(

剖

)

的
性
格
の
対
応
物
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

ま
さ
し
く
世
襲
君
主
制
に
固
有
な
、

か
か
る
家
父
長
制
的
な
い
し
家
産
制

家
産
制
的
支
配
の
存
続

し
た
が
っ
て

「
純
粋
な
」
近
代
官
僚
制
の
未
貫
徹
|
|
|
そ
れ
は
結
局

支
配
の
体
系
の
中
に
お
け
る

「
ノーに
ム

的
」
分
野
と
「
私
的
L

分
野
と
の
分
離
が
未
だ
完
成
し
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、

ま
さ
し
く
そ
の
ゆ
え
に
、

「
身
分
」
は

こ
の
時
期
の
国
家
に
お
い
て
も
、
依
然

u
K
2
p
g戸口
mt
の
構
成
要
因
た
る
こ
と
を
や
め
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
に
比
し
て
「
後
進
的
」
な
ド
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イ
ツ
の
諸
領
邦
に
お
い
て
は

フ
ラ
ン
ス
革
命
後
、

い
な
十
九
世
紀
に
入
つ
て
の
ち
も
、

か
か
る
状
況
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

い
ま

そ
の
事
例
を
、

「
絶
対
主
義
L

が
典
型
的
に
成
立
し
た
と
い
わ
れ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
お
よ
び
プ
ロ
イ
セ
ン
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
即
位
に
際
し
て
シ
ュ
テ
ン
デ
が
忠
誠
を
誓
い
、

」
れ
に
対
応
し
て
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
が
か
れ
ら

に
「
自
由
と
特
権
と
旧
来
の
良
き
慣
習
」
を
確
認
す
る
と
い
う
、

は
一
八
四
八
年
に
い
た
る
ま
で
存
続
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

中
位
以
来
の
伝
統
的
行
事
(
開
門

F
己
丘
m
g
m
)
が

フ
ォ
ー
マ
ル
に

い
ま
こ
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
一
八
一
一
年
に
公
布
さ
れ
た
「
普
通
民
法
典
」

の
う
ち
、
領
主
・
農
民
関
係
に
か
か
わ
る
規
定
(
第
一
一
四
六
条
)
を
見
る
に

ト
ノ
間
ニ
如
何
ナ
ル
権
利
・
義
務
ガ
存
在
ス

(

幻

)

ル
カ
ハ
、
各
州
ノ
制
度
(
〈

2
p
z
g
m
』包
2
P
2
E
N
)
ト
政
治
的
法
令

eo--江
田
口
宮
〈
。
ロ
ロ
ゲ
門
戸
内
お
ロ
)
ヨ
リ
推
定
サ
ル
ベ
シ
」

「
・
:
:
ト
ク
ニ
土
地
領
主
(
の

E
m
g
m
t
N
2ロ
)
ト
隷
属
農
民
(
の

E
E
E
2
E
Sロ
)

北
大
文
学
部
紀
要



い田口仏回忌ロ円回目的

n
Z
〈
巾
門
岡
田
国
師
ロ
ロ
肉
食
卓
行
(
上
)
成
瀬

と
あ
る
。

」
こ
で
わ
れ
わ
れ
は

領
主
・
農
民
の
法
的
関
係
が
「
私
法
」
の
分
野
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
事
実
に
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な

ぃ
。
す
な
わ
ち

領
主
制
的
な
権
利
関
係
の
規
制
は

「
政
治
的
法
令
」

つ
ま
り
絶
対
主
義
国
家
の
行
政
法

(J1245-Eロぬ印
E
n
r
o

と
「
各
州
の
〈
2
p
g
E£」

と
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
お
り
、

い
わ
ゆ
る
「
私
法
」

の
概
念
の
も
と
で
は
と
ら
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ

る

と
く
に
マ
リ
ア

〈

田

)

(∞
2
巾自由ロ
r
E
N」
立
法
と
同
義
で
あ
っ
た
。

行
政
法
的
な
指
令
と
い
う
の
は

-
一
ア
レ
ジ
ア
お
よ
び
ヨ

l
ゼ
フ
二
世
の
も
と
で
お
こ
な
わ
れ
た
、

農

民

保

護

し
か
ら
ば
各
「
州
」

P.
。4宮

N

つ
ま
り
オ
電

a

ス
ト
リ
ア
帝
国
を
構
成
し
て
い
る
諸
々
の

下
回
ロ
仏
の

3

〈
2pmEHHmE
と
は
何
か
。
戸
田
ロ
(
同
2
5同
町
田
∞
∞
ロ
ロ
ぬ
と
仏
何
か
。

」
の
問
題
の
解
明
は
の
ち
に
ゆ
ず
る
と
し
て

」
こ
で
は

差
当
り

次
の
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

す
な
わ
ち
、

十
九
世
紀
初
頭
に
あ
っ
て
な
お
、

グ
ル
ン
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
は
ラ
ン
ト
の

〈
2
p
gロロ
m
の
構
成
要
素
で
あ
る
こ
と
を
や
め
て
い
な
か
っ
た
、

と
い
う
事
実
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
普
通
民
法
典
が
公
布
さ
れ
た
、

ま
さ
に
そ
の
当
時
、

プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
で
は
、

ハ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
の
税
制

- 60ー

展
開
し

マ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
ら
に
率
い
ら
れ
る
シ
ュ
テ
ン
デ
勢
力
が
猛
烈
な
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
運
動
を

(

剖

)

つ
い
に
改
革
を
挫
折
に
み
ち
び
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
の
東
部
諸
州
で
は
、
絶
対
王
政
下
に
し
ば
し

フ
ィ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、

改
革
に
た
い
し
て

ば
試
み
ら
れ
た
「
農
民
保
護
」
政
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

グ
l
ツ
ヘ
ル
の
局
地
的
な

C
宵
N
Z
H同

jil--そ
れ
に
対
応
す
る
農
民
の
白
ロ
|

広
三
皆
目

mzxliti--つ
ま
り
家
産
制
的
権
利
関
係
が
強
固
に
維
持
さ
れ
、

シ
ュ
タ
イ
ン
の

「
農
民
解
放
」
令
以
後
も
、

か
れ
が
都
市
以
外

の
地
方
自
治
制
度
に
手
を
触
れ
な
か
っ
た
結
果
、
大
幅
に
存
続
し
て
い
た
こ
と
を
一
示
す
も
の
で
あ
る
。

か
か
る
事
情
を
考
え
れ
ば
、

フ

リ

ー
ド
リ
ヒ
大
王
の
治
世
の
晩
年
に
編
纂
さ
れ
一
七
九
四
年
に
公
布
さ
れ
た
っ
フ
ロ
イ
セ
ン
普
通
国
法
典
」
が
、

い
か
に
近
代
自
然
権
思
想
を
か
か
げ
た
と
し
て
も
、
そ
の
具
体
的
適
用
に
お
い
て
「
身
分
」

る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
は
、
あ
や
し
む
に
足
ぞ
な
い
。

立
法
者
の
意
図
に
お
い
て

「
特
権
」
の
現
実
と
さ
ま
ざ
ま
に
妥
協
せ
ざ

一
方
に
お
い
て
、

「
法
の
前
の
平
等
」
や
「
人
類
の
普
遍
的
権
利
」
を
原
則
的
に



う
た
い
な
が
ら
、
実
際
に
は
社
会
を
農
民
、
市
民
、
貴
族
の
三
身
分
に
わ
け
、

つ
い
て
詳
細
な
規
定
を
与
え
た
こ
の
法
典
が
、
お
よ
そ
「
身
分
」
と
い
う
も
の
を
い
か
に
理
解
し
て
い
る
か
は
、
例
え
ば
次
の
ご
と
き
諸

ツ
ン
フ
ト
や
独
占
権
者
、

ゲ
ノ
ッ
セ
ン
シ
ャ
フ
ト
等
々
に

条
項
に
お
い
て
、
典
型
的
に
示
さ
れ
て
し
る
。

「
公
民
的
社
会
(
岳
巾

σ骨
肉
巾
門
口
口

z
o
g巾
-
F
与
え
同
)
ハ
、
自
然
モ
シ
ク
ハ
法
律
ニ
ヨ
リ
、

〈
却
)

社
会
モ
シ
ク
ハ
諸
身
分
ヨ
リ
成
ル
L

モ
シ
ク
ハ
両
者
ニ
ヨ
リ
結
合
サ
レ
タ
ル
諸

「
出
生
・
使
命
モ
シ
ク
ハ
主
タ
ル
業
務
ノ
ユ
エ
ニ
、
公
民
的
社
会
ノ
中
デ
同
等
ノ
権
利
ヲ
賦
与
サ
レ
タ
ル
者
ガ
合
シ
テ
、
国
家
ノ
一
身

(

叩

)

分
ヲ
構
成
ス
ル
」

な
る
ほ
ど
「
身
分
」
は
、
す
で
に
「
国
家
」
と
対
置
さ
れ
た
「
公
民
的
社
会
」
の
土
台
の
上
で
と
ら
え
ら
れ
て
は
い
る
。
け
れ
ど
も
、

身
分
」
な
の
で
あ
る
。
そ
の
か
ぎ
り
で
身
分
は

こ
れ
を
二
応
「
社
会
身
分
」

(ωONE-田
門
戸
口
〔
同
町
)
と
規
定
し
う
る
と
し
て
も
、
依
然

- 61ー

か
か
る
「
公
民
的
社
会
」
は
、
具
体
的
に
は
「
諸
身
分
」
か
ら
な
る
理
念
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
個
々
の
身
分
は
「
国
家
の
一

国
家
の

3
〈

R
F印
凹
己
ロ
ぬ
れ
れ
を
制
約
し
て
い
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
そ
の
上
、
す
で
に
そ
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
し
て

(

田

〉

「
プ
ロ
イ
セ
ン
諸
邦
(
仏
山
内
官
22mmHrgω
仲
間
同
お
る
の
普
通
国
法
典
」
と
な
っ
て
い
る
こ
の
法
典
が
現
行
の
各
州
法
に
た
い
し
て
補
充

〈

担

〉

的
な
効
力
し
か
も
た
な
か
っ
た
こ
と
は
、
各
州
の

F
E
P
2
2
F印
凹
ロ
ロ
ぬ
が
い
ま
な
お
生
け
る
現
実
と
し
て
存
在
し
っ
さ
つ
け
て
い
た
こ
と

を
、
雄
弁
に
物
語
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
結
局
、

「
プ
ロ
イ
セ
ン
普
通
国
法
典
」
が
反
映
し
て
い
る
社
会
的
・
国
制
的
状
態
は
、

(
悶
〉

「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
普
通
民
法
典
」
に
う
つ
し
出
さ
れ
た
そ
れ
と
、
本
質
的
に
変
り
な
か
っ
た
の
で
あ
る

さ
て
、

以
上
に
見
た
よ
う
な
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

プ
ロ
イ
セ
ン
の
事
例
か
ら
読
み
と
ら
れ
る
国
制
状
態
は
、
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
表
現
す

る
こ
と
も
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
当
時
に
あ
っ
て
は
な
お
、

グ
ル
ン
ト
(
グ
l
ツ
)

ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
が
各
「
山
口
仏
の

〈

2
p
gロ
ロ
ぬ
を

北
大
文
が
部
ー
紀
要



ヨド同ロ【山田仲間白色目的口何回巾〈由民国印刷ロロぬれれ考

(K)
成
瀬

制
約
し
て
い
た
。
あ
る
い
は

戸田口門日

g
u
〈
2
F
8
2
M
m
の
構
成
的
要
因
た
る
こ
と
を
や
め
て
い
な
か
っ
た
、
と
。

し
か
ら
ば
、
こ
う
し
た

事
態
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ひ
と
口
に
い
っ
て
、

」
れ
は
、
近
代
的
な
所
有
権

つ
ま
り
「
物
」
に
対
す
る

「
私
的
」
支
配

権
と
は
異
る
と
こ
ろ
の

い
わ
ば
「
前
資
本
主
義
的
」
な
所
有
権
が
完
全
に
解
体
し
き
っ
て
い
な
い
、

と
い
う
事
実
を
示
す
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

こ
の
間
題
を
「
身
分
制
L

と
の
連
闘
に
於
て
考
究
す
る
に
あ
た
っ
て
、

ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
が
ユ
ス
ト
ゥ
ス
・
メ

l
ザ

l
の

「
自
由
な

土
地
所
有
」
概
念
に
つ
い
て
述
べ
た
見
解
は
、
す
こ
ぶ
る
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。
彼
に
よ
る
と
、

メ
l
ザ
l
は
「
一
般
的
自
由
」

(
門
出
向

ぬ
2
5
5
p
m
-
Z与
を
「
自
由
な
土
地
所
有
」

(
(
山
田
出
向
円
白
山
ぬ
戸
田
口
仏
巳

mnロ門戸
HHH)
と
結
び
つ
け
た
が

そ
の
ぱ
あ
い
の
土
地
所
有
は

近
代
的
な
意
味
で
の
「
私
有
財
産
」

(
3
P
2
2巳
m
g
E
S
E
C己
2
3〈
2
R
r
s
t
)

由

主

義

以

前

的

で

産

業

社

会

以

前

的

な

、

(

巳

ロ

40円
E
r
g
-巾円

E
L
4
C
H
5
E
m
E
m
-
-
R
E
E
E

で
は
な
い
。

メ
l
ザ
l
の
立
論
の
背
後
に
は
「
白

~ 62ー

制
度
的
H

公
的
な
所
有
権
概
念
」

位
。
口
開
口
ふ
ん
同
巾
口
昨
日

HnrR
巴
m
g
E
5
5
m
m
H
H問
問
)
が
存
し
た
。

「
自
由
な
農
民
屋
敷
」

全
日
出
同
日
目
白
阻
止
凹
窓
口
)
は
独
立
性
と
責
任
負
担
と

の
存
在
基
盤
な
い
し
制
度
的
保
障
な
の
で
あ
り
、

そ
れ
ゆ
え
に
〈

2
p
gロ
ロ
ぬ
の
構
成
要
素
な
の
で
あ
る
。

メ
l
ザ
ー
が
、
す
べ
て
の
政

治
的
な
い
し
公
的
な
諸
権
利
は
旧
時
の
〈
2
p
g
Rぷ
の
構
成
要
素
た
る
自
由
な
土
地
所
有
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
場
合
、

こ
の
こ

のと
では
あま
るぎさ

国
家
と
社
ぷ〉
エミ

の
分
離
以
前
の

旧
い
「
政
治
社
会
」

(由。ロ円巾門戸田ロ
Z
E
m
)
の
秩
序
イ
メ
ー
ジ
に
即
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た

も
と
よ
り
、

メ
l
ザ
l
の
中
世
国
制
史
像
そ
の
も
の
に
つ
い
て
い
え
ば
、
彼
が
「
自
由
な
土
地
所
有
」

を
中
世
初
期
の
国
制
に
お
け
る

「
一
般
的
自
由
」
と
結
び
つ
け
た
こ
と
は
、
今
日
の
研
究
水
準
か
ら
し
て
当
然
、
根
本
的
批
判
の
刈
象
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
当
而

の
問
題
た
る

=ω
芯
ロ
門
出
回
忌

2
ロ
ロ
丘
町
田
自
己
凹
E

の
構
成
要
因
を
な
す
と
こ
ろ
の

「
身
分
的
自
由
」

(
印
芯
ロ
仏
山
田
口
町
巾
町
吋
円
山
町
}
戸
市
町
)

の
本
質
把



握
に
関
し
て
は
、
き
わ
め
て
鋭
い
洞
察
が
こ
こ
に
一
示
さ
れ
て
い
た
。

と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
自
由
主
義
の
歴
史
に
関
す
る

古
典
的
な
紋
述
の
中
で

ク
イ
ド
・
デ

ル
ッ
ジ
エ
ロ
は

十
八
世
紀
に
も
な
お
生
き
延
び
て
い
た
「
封
建
的
自
由
」

の
観
念
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

い
っ
た
も
の
は
存
在
し
な
い
。

「
中
世
は
私
的
諸
権
利
が
排
他
的
に
支
配
し
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
独
立
の
公
的
諸
権
利
と

わ
れ
わ
れ
近
代
人
が
公
的
諸
権
利
の
名
の
も
と
に
ふ
つ
う
理
解
し
て
い
る
諸
関
係
は
、
直
接
に
財
産
、
契

約
、
相
続
、

ま
た
家
族
の
中
に
根
ざ
し
て
い
る
。
こ
こ
に
ま
た
、
諸
自
由
の
法
的
源
泉
が
存
在
す
る
。
」
そ
こ
で
は
「
政
治
的
自
由
は
何

(
出
)

ら
か
個
人
の
人
格
と
不
可
分
な
も
の
と
は
主
張
さ
れ
て
お
ら
ず
、
財
産
の
一
部
の
ご
と
く
売
買
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
。
そ
し
て
、

キ
で
さ

歴
史
的
源
泉
と
の
連
関
で
、

に
か
か
る
自
由
H

権
利
観
念
の
も
と
に
、
「
封
建
的
国
家
の
契
約
的
性
格
」
が
存
在
し
え
た
こ
と
を
、

(
出
)

正
当
に
も
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ル
ッ
ジ
エ
ロ
は
、
近
代
自
由
主
義
の

メ
l
ザ
!
の
中
世
国
制
史
像
は

か
れ
自
身
の
生
き
て
い
た
末
期
身

わ
れ
わ
れ
が
当
面
問
題
に
し
つ
つ
あ
る
時
期
の
国
制
状
態
に
つ
い
て
は
、
ご
く
自
然
に
、

(
町
)

い
え
よ
う
。

正
し
い
事
実
認
識
へ
と
到
達
し
え
た
の
だ
、

- 63-

分
制
国
家
の
国
制
的
、
社
会
的
環
境
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
彼
は
l
l
i中
世
初
期
に
つ
い
て
は
と
も
か
く
|
!
i

と

し
か
し

こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
国
家
を
株
式
会
社
に
な
ぞ
ら
え
、

土
地
所
有
を
株
式
に
な
ぞ
ら
え
る
と
い
う
、

し
ば
し
ば
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
メ

l
ザ
l
の
所
論
に
照
ら
し
て
、
彼
が
プ
目
白
な
土
地
所
有
」
か
ら
近
代
的
公
民
権
を
導
き
出
し
た
か

の
如
く
に
速
断
し
て
は
な
ら
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

む
し
九
円
三
世
主
、

i
J
t
1
t
 
一
面
に
お
い
て
新
時
代
の
啓
蒙
主
義
的
思
考
様
式
の
影
響

を
う
け
て
い
た
が
、

そ
の
国
制
像
を
規
定
し
て
い
る
現
実
的
、
経
験
的
素
材
は
、

オ
ス
ナ
ブ
リ
ュ
ッ
ク
と
い
う
狭
陸
な
領
邦
的
環
境
の
中

に
彼
が
見
出
し
た

い
わ
ゆ
る
「
古
ザ
ク
セ
ン
的
」
な
富
裕
農
民
の
「
自
由
」
の
伝
統
な
の
で
あ
っ
て
、
十
九
世
紀
の
初
期
自
由
主
義
思

彼
自
身
の
歴
史
主
義
的
な
理
念
世
界
と
無
縁
で
あ
っ
山
d
f

の
観
念
な
ど
は

「
身

想
に
み
ら
れ
る
制
限
選
挙
権

(
N
g
m
E若
山

E
日
円
宮
)

北
大
文
学
部
紀
要



い
自
己
的
仲
間
口
色
町
田
口
宮
〈
巾
片
岡
田

8
5
m
R
考
(
と
)
成
瀬

分
的
自
由
」
の
本
質
認
識
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
北
部
ド
イ
ツ
の
小
領
邦
の
「
後
進
的
」
な
社
会
状
況
の
中
で
彼
が
見
出
し
、

し
理
想
化
し
た
と
こ
ろ
の
「
自
由
な
土
地
所
有
」
と
結
び
つ
い
た
「
古
ザ
ク
セ
ン
的
」
自
由
で
あ
り
、

有
」
が

w
K
R
p
g
gぬ
れ
れ
の
構
成
的
要
因
だ
と
い
う
認
識
な
の
で
あ
る
。

一
般
化

さ
ら
に
か
か
る
「
自
由
な
土
地
所

メ

l
ザ
ー
に
よ
っ
て
も
典
型
に
表
明
さ
れ
た
「
古
ゲ
ル
マ
ン
的

由
主
義
思
想
と
連
接
し
え
た
か
に
関
し
て
は

つ
ま
り
は
「
歴
史
的
権
利
」
の
思
想
が
、
身
分
的
国
制
と
い
か
に
深
く
結
び
つ
く
か
、
ま
た
い
か
に
し
て
そ
れ
が
ド
イ
ツ
の
白

(

四

〉

エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ヘ
ル
ツ
レ
が
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。

自
由
」
、

と
こ
ろ
で
、

し
か
し
、

わ
れ
わ
れ
は
「
身
分
的
自
由
L

を
、
右
主
権
な
い
し
国
家
権
力
と
の
関
係
と
い
う
角
度
か
ら
の
み
と
ら
え
て
は

五
込
つ
工
、
。
工
ヂ
一
工
入
く

や
J

戸ル
v

一
手
J

I

L

V

J

/

γ

で
ふ
j
p
v

そ
こ
に
は
「
古
典
学
説
」
を
深
く
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
、

か
の
十
九
世
紀
的
「
立
憲
君
主
主
義
」
に
陥
る

危
険
が

つ
ね
に
ひ
か
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ヨ
戸
田
口
門
山
田
門
戸
口
仏

u
n
r刊
〈
巾
江
戸
田
山
口
ロ
m
何
?
を
、

ま
た
そ
の
コ
ロ
ロ
丘
町

B
5
E
と
い
う
現
象
を

か
か
る
政
治
史
的
次
元
で
の
み
考
察
す
る
こ
と
は
、
問
題
を
一
面
化
す
る
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

ル
l
ス
の
い
わ
ゆ
る
「

~ 64 ~ 

「
議
会
主
義
」

(七日目巾

5
8昨
日
目
回
目
白
)
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
、
本
来

そ
の
よ
う
な
一
面
化
の
危
険
が
と
も
な
っ
て
い
た
。
そ
の
意
味

で

い
わ
ば
社
会
史
的
な
「
社
団
主
義
」

(
8
3
5
r
B
n
)
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
の
折
衝
に
お
い
て

国
際
歴
史
学
会
の

「
身
分
制
議
会

史
委
員
会
」
を
中
心
と
す
る
研
究
者
た
ち
が
、
近
時
ま
す
ま
す
身
分
制
議
会
を
、
そ
こ
に
反
映
さ
れ
る
「
社
会
構
造
」
と
の
密
接
な
連
関

に
お
い
て
把
握
し
よ
う
と
つ
と
め
て
い
る
こ
と
は
、
研
究
の
実
質
的
進
歩
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
ゲ
ル
ハ
ル
ト
が

3

河
品
目
O
D
回目
2
5
5
E

全
体
と
し
て
の

ω忌
口
伝
項
目
印

g
の
、
ひ
と
つ
の
特
別
な
ア
ス
ベ
ク

「
封
建
制
国
家
」
か
ら
「
身
分
制
国
家
」
へ
の
移
行
を
、
何
ら
か
決
定
的
な
新
し
い
段
階
と
見
な
す
こ
と
は
「
身
分

制
国
家
」
の
「
二
元
性
」
の
克
服
に
よ
る
「
絶
対
主
義
国
家
」
の
成
立
を
決
定
的
に
と
ら
え
る
の
と
全
く
同
様
に
、
身
分
制
な
い
し
身
分

的
自
由
の
本
質
的
認
識
を
阻
害
す
る
。

トと
」 の

に 関
す連
ぎで
な 強
し♀調

0- し

Tこ

と
く

「
政
治
的
な

ω片
山
ド
ロ
骨
吉
田
は



す
で
に
身
分
的
「
自
由
」
と
い
う
表
現
そ
の
も
の
が

そ
の
対
極
に
君
主
権
力
を

あ
る
い
は
モ
ナ
ル
ヒ
ッ
シ
ュ
な
官
僚
制
的
「
強

制
」
を
予
想
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
自
体
は
、

dFsrsロ
門
町
田
口
広
〈
2
H
B印ロロ∞
E

の
成
立
が
]
「
2
5
0ユ
丘
町
広
三
の
形
成
の
随
伴
現
象

で
あ
る
と
い
う
、
す
で
に
ベ
ロ
ウ
い
ら
い
の
研
究
史
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
事
実
で
あ
っ
て
、

わ
れ
わ
れ
も
こ
れ
に
異
議
を
と
な
え
る
つ

合さも
り

そ は
こさ
で ら
考に
えな
らい
れ。

てた
L 、7ご
る問
の 題
はは

結
局 「

身
分
的
自
由
」

H

「
特
権
L

、が

F
E
P忌ロ
E
2
Z
〈
2
p
a
s
h州

「
身
分
議
会
制
」
つ
ま
り
狭
義
に
お
け
る
3

戸
田
口
含
門
戸
口
門
出
血
n
y
m
〈
何
民
同
出
回
ロ
ロ
m川
E

だ、

の
基
礎
で
あ
る
と
い
う
場

と
L 、

い
ま
、
身
分
制

(ω
門
戸
口
骨
名
2
2
)
と
い
う
研
究
対
象
を
政
治
史
的
に
一
面
化
す
る
こ
と
を
避
け
る
べ

き
で
あ
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
広
義
に
お
け
る

3
F
S
P
&ロ
仏
広
島
。
〈
2
F
Z
E
M
m
t
と
い
う
歴
史
範
障
を
設
定
し
、
か
か
る
ぐ
2
p
gロロぬ

の
構
成
要
素
と
し
て
の
「
身
分
的
自
由
」
の
意
味
合
」
問
わ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

う
こ
と
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
が
、

契
約
」
解
釈
を
批
判
し
つ
つ
述
べ
た
か
の
一
句
が
、
章
一
要
な
意
味
を
も
っ
て
く
る
。

す
な
わ
ち
、

フ
リ
ッ
ツ
・
ハ
ル
ト
ケ
ン
グ
が
ネ
フ
の
「
支
配

「
ω忌ロ
r
g
B
の
本
源
的
な
思
想
」

で
は
、

そ
の
さ
い
、

わ
れ
わ
れ
は
ど
の
よ
う
な
視
角
に
立
て
ば
よ
い
の
か
。
こ
こ
で
、

は
「
国
家
へ
の
参
与
を
要
求
し
よ
う
と
い
っ
た
も
の
で
は
全
然
な
く
、

み
ず
か
ら
に
固
有
の
領
域
の
内
部
に
お
け
る
国
家
か
ら
の
可
及
的

自
由
へ
と
向
け
ら
れ
て
い
た
」
の
で
あ
り
、

且
つ
こ
の
よ
う
な
「
自
由
L

に
は
「
領
民
(
同
E
R
5
2
8ロ
)
に
対
す
る
の
2
片
宮
中
己
ロ
仏

。
E
ロ門
Y

C
門
同
日
。
三
回
r
m
H
吋
凹
与
え
と
は
属
す
る
が
、
君
主
の

HN2
に
お
け
る
「
代
表
」
(
〈
2
R
2ロロ
m
む
と
い
っ
た
こ
と
は
属
し
て
い

な
か
っ
た
、
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
「
身
分
的
自
由
」
の
裏
側
は
「
身
分
的
支
配
」
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
言
に
し
て
い
え
ば

こ
の
事
実
が
、
従
来
、
立
憲
君
主
主
義
的
背
景
を
も
っ
「
古
典
学
説
」
の
身
分
制
研
究
に
お
い
て
は
、

不
当
に
も
閑
却
さ
れ
て
い
た
。

、
t
し
Y

特
権
L

ゃ、

な
、
全
く
閑
却
さ
れ
て
い
た
と
い
っ
て
は
言
い
過
ぎ
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ

l
l
「
二
元
的
」
国
家
構
造
と
の
連
関
で
、

さ
ら
に
そ
の
土
台
た
る
「
イ
ン
ム
ニ
テ

l
ト
L

が
語
ら
れ
た
の
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
1
i
l
あ
る
意
味
で
は
自
明
の
こ
と

つ
ね
に
「

北
大
文
学
部
紀
要



S
F
S仏
師
片
山
口
弘
山
即
日

v
m
ぐ
白
円
同
白
的
印
ロ
ロ
ぬ
R

考
(
上
)
成
瀬

と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

問
題
は
も
う
ひ
と
つ
奥
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
古
典
学
説
L

の
立
場
は
、

果
、
身
分
を
ば
本
来
的
に
「
社
会
身
分
」

ω
O
N
E
-出
品
ロ
含
と
し
て
と
ら
え
、

す
る
「
身
分
的
支
配
」
を
本
来
的
に
「
社
会
」
、
つ
ま
り
「
公
法
的
」
分
野
と
区
別
さ
れ
る
「
私
法
的
」
分
野
た
る
経
済
社
会
の
次
元
に

属
す
る
も
の
と
し
て
扱
い
、
た
か
だ
か
両
分
野
の
「
混
活
」
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
か
か
る
立
場
を
固
執

シ
ュ
テ
ン
デ
の

3
E
2
5
n
r民同
E

が
ラ
ン
ト
の

3〈
2
p
gロ
ロ
ぬ
れ
れ
の
内
部
に
お
い
て
占
め
る
位
置
は
、
正
し
く
認
識
さ
れ

へ
と
結
集
し
た
シ
ュ
テ
ン
デ
が
自
ら
を

z
F
s
r岳
民
片
E

と
称
し
た
事
実
の
も
つ
歴
史
的
な
意
味
が

「
国
家
」
対
「
社
会
」
と
い
う
範
時
の
無
反
省
な
適
用
の
結

「
グ
ル
ン
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
」
を
典
型
と

し
た
が
っ
て
、

す
る
か
ぎ
り
、

え
な
い
。
た
と
え
ば
、
ヨ
ロ
山
口
己
ロ
ぬ
れ
れ

理
解
で
き
な
い
。
仮
令
ヒ
ン
ツ
エ
が
、
身
分
制
議
会
を
近
代
議
会
と
比
較
し
つ
つ
、

(

岨

〉

く
、
実
は

3

戸田口円山
E

そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
ぼ
あ
い
い
k
S
L
I
E

と
は
何
で
あ
る
か
を
、
掘
り
下
げ
て
考
え
る

シ
ュ
テ
ン
デ
は

3

戸田

HLL
を
代
表
し
た
の
で
は
な

- 66ー

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

か
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、

3
E
2
5
n
z
h
q
の
本
来
的
意
味
を
、

ほ
か
な
ら
ぬ

z
F
g
r
2
2
p
g己ロ
m
E
と
の
緊
密
な
連
関
に
お
い

て
考
察
し
た
オ
ッ
ト

l

・
ブ
ル
ン
ナ

l
の
画
期
的
な
研
究
「
ラ
ン
ト
と
へ
ル
シ
ャ
フ
ト
」
は
、
問
題
の
解
明
に
お
け
る
本
質
的
な
一
歩
前

進
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
身
分
制
の
歴
史
的
究
明
に
と
っ
て
と
り
わ
け
重
要
な
の
は
、
ブ
ル
ン
ナ
ー
が

(

岨

)

そ
の
組
織
的
中
核
と
し
て
の

ukgmE
と
い
う
視
角
か
ら
、

3H山
2
2
n
rえ
で
を

と
ら
え
な
お
し
た
こ
と
で
あ
る
。

す
で
に
ウ
ェ

l
パ
ー
が

一
般
的
な
か
た

ち
に
於
て
理
論
づ
け
、

ヒ
ン
ツ
エ
が
特
に
ド
イ
ツ
の
初
期
領
邦
の
構
造
に
つ
い
て
予
感
し
た
と
こ
ろ
の
、

「
身
分
制
」
と
「
家
産
制
」
と

の
内
面
的
連
関
は

身
分
制
研
究
に
お
け
る

も
R
F
5
2
g
H
U日開
E

と

3
8召
2
丘
町
B
m
t
と
の
分
裂
を
克
服
す
る
た
め
の
決
定
的
に
重
要
な
出
発
点
、
が
見
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
一
段
と
明
る
い
光
を
あ
び
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、

ま
さ
に
そ
れ
を
通
じ
て
、



以
下
の
章
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、

か
か
る
ブ
ル
ン
ナ

l
の
業
績
に
依
拠
し
つ
つ
、
中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
戸
田
口
門
日

2
4
2
p
g
E
M
m
の

構

造
を
「
理
念
型
」
的
に
折
出
し
、

認

識

の

射

程

を

で
き
う
る
限
り
追
及
し
て
み
た
い
と
思
う
。

さ

ら

に

そ

の

変

容

過

程

を

た

ど

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

身

分

制

の

歴

史

理

論

的

な

把

握

に

か

か

わ

る

彼

の

(
未
完
)

〈

I
)
ウ
ェ

I
バ

I
の
「
理
念
型
」
理
論
を
借
用
し
つ
つ
、
ヒ

γ
ツ
ェ
は
身
分

議
会
制
の
比
較
史
的
考
察
の
可
能
性
を
無
条
件
に
肯
定
し
て
い
る
。
国

5
・

Rov
吋
出
)
o
-
c
m
F
L山-
H
M
C
同
・
な
お
、
か
か
る
彼
の
立
場
の
学
説
史
的
意
義

に
つ
い
て
は
、
〈
也
・
同
乙
白
色
。
巳

L
R
L
M
n
oロ
mBω
由
O

B芯
口
g
t
cロ出

r
e

ω口H
O
ロ
N
o
m
g
H
r
r
p
〈

D--
ア

HU・凶

U
0・
切
円
ロ
ロ
ロ

2
・
戸
田
口
《
】
己
ロ
仏
国
巾

2
a

m
口
r阻止一場

ω・品
M
]

・

〈

2
)
出
Z
R
o
u
吋
MH句。
-o阿
佐

uω
・】
M
】・

〈

3
)

ヒ
ン
ツ
ヱ
は
、
カ
ロ
リ
ン
ガ

l
帝
国
の
戸
含
骨
片
に
た
い
す
る
レ

l
ン

制
の
影
響
が
「
何
よ
り
も
ま
ず
、
士
口
い
問
。
片
岡
田
口
rmhgaロ
ロ
《
山
口
巳
向
仲
間
口
問
ロ
-

JqR-u白
ロ
仏
を
完
全
に
破
壊
す
る
と
こ
ろ
の
、
解
体
的
な
作
用
」
で
あ
っ
た
こ

と
、
そ
の
結
果
、
こ
れ
(
出

2
3忌
阻
止
中
ロ
ロ
仏
己
昇
。
ュ

E
2
4
0円
宮
ロ
仏
)
の

諸
要
素
か
ら
政
治
的
な
出

2
5口
E
P
2
2
V釦
ロ
門
戸
。
が
新
た
に
形
成
さ
れ
る

必
要
が
あ
り
、
そ
の
さ
い
デ
ィ
ナ
ス
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
権
力
が
主
導
権
を
に
ぎ

っ
た
が
、
し
か
し
「
有
力
な
の

g
巾
-rnrえ
宮
田
口
r
r
r
B
D
の
協
力
」
な
し

に
す
ま
す
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
吋
凶
『
同
)o-cm-P

ω.】
凶
明
.

ま
た
、
「
公
的
な
支
配
権
力
の
真
接
的
介
入
よ
り
す
る
、
若
干
の
個
人
も

北
大
文
学
部
紀
要

し
く
は
集
団
の
免
除
」
「
こ
れ
ら
の
個
人
も
し
く
は
集
団
へ
の
、
公
法
的

権
力
の
移
行
」
と
定
義
さ
れ
る
「
イ
ム
ニ
テ
l
ト
」
こ
そ
が
、
身
分
制
国

家
の
法
的
基
盤
た
る
「
特
権
」
を
基
礎
づ
け
た
こ
と
、
而
し
て
「
特
権
」

は
、
ま
さ
し
く
「
個
々
の

d
E
2窓
口
巾
ロ

m
E
3
8
の
積
極
的
・
主
体
的

・
公
的
な
諸
権
利
」
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
そ
れ
は
、
あ
る
い
み
で
、
近

代
的
な

d
E
2窓
口
の
主
体
的
・
公
的
諮
権
利
の
先
駆
と
い
い
う
る
こ
と

を
主
張
し
て
い
る

v

巧
巾
}
同
町
内
田
口

rUz--ロ
Z
F
L
Z
m
E
m
p
-
ω
・
エ
吋
・

(
4
)

吋
MHUc-om円0・vω
・
3
u・
こ
こ
で
ヒ
ン
ツ
ェ
は
ド
イ
ツ
の
諸
領
邦
と

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
シ
ュ
テ

γ
デ
的
国
制
の
発
展
を
、
同
一
の
も
の
と
し

て
と
ら
え
て
い
る
そ
れ
は
、
か
れ
独
特
の
類
型
理
論
に
も
と
づ
く
も
の

で
あ
る
が
、
い
ま
は
こ
の
問
題
に
立
ち
入
ら
な
い
υ

な
お
、
ヒ

γ
ツ
ェ
は

別
の
論
文
で
、
と
く
に
ベ
ロ
ウ
の
名
を
あ
げ
つ
つ
、
身
分
議
会
制
の
完
成

が
傾
邦
国
家
形
成
の
随
伴
現
象
で
あ
る
こ
と
を
明
か
に
し
た
「
近
時
の
研

究
の
主
要
な
成
果
」
に
つ
い
て
の
べ
て
い
る
。
回
目
見
N
P
自
由
同
芯
ロ
ゲ
ニ
・

己
口
口
問
ロ
ロ
仏
〈

2
p
g
Eロ
m
Z三
唱
円
ロ
百
ロ
ロ
mvω
宮
田
仲
ロ
ロ
ハ
】
〈
ぬ
『
同
自
由
戸
ロ
mw

M
-
k
r
巳

--uω
・品目・

(
戸
h
J
)

吋
可

-uo-omH0・vω
・
ご
M
-

- 67-



u
u
F
g
a的
仲
間
包
目
的
口
官
〈
由
民
間
的
田
口
口
問
考
(
上
)
成
瀬

〈

6
)
H
r広・

〈
7
)
ω
宮
丘
町
ロ
ず
己
仏
戸
口
問
-vω
・
品
吋
・
し
か
し
ヒ
ン
ツ
ェ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
欠

如
は
「
領
邦
君
主
が
未
だ
何
ら
か
ヨ
リ
高
次
の
国
家
的
組
織
の
下
に
立
つ

成
員
と
い
う
自
覚
を
も
っ
て
い
る
こ
と
、
本
来
の
公
権
力
の
総
体
は
皇
帝

と
帝
国
に
在
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
か
か
る
国
家
組

職
に
は
主
権
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
」
に
由
来
す
る
の
で
あ
る
ピ

)E--。

こ
の
指
摘
は
、
一
フ
ン
ト
シ
ュ
テ
ン
デ
制
の
発
展
と
河
町
山
口
町
制
度
と
の
相

互
連
関
を
考
え
る
ば
あ
い
、
一
示
唆
的
で
あ
る
し
か
し
い
ま
、
問
題
の
こ

の
側
面
を
考
察
す
る
準
備
が
筆
者
に
は
欠
け
て
い
る
、

〈
8
)
ベ
ロ
ウ
の
し
己
広
江
2
Y
R

な
法
制
史
研
究
の
背
後
に
は
、
ま
さ
し

く
、
歴
史
的
な
モ
ナ
ル
ヒ
ー
を
、
自
由
主
義
的
歴
史
家
た
ち
の
「
家
産
制

的
起
源
」
説
に
た
い
し
て
、
擁
護
し
よ
う
と
い
う

ho--片山
2
F
E
な
志
向

が
働
い
て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
る
}
〈
巴
・
回
出
口

roロ同
D
H
L
o
u
p
P
0・
∞
-

N
O
U
同
.

〈
9
)
ウ
ェ
l
バ
l
の
身
分
制
理
解
に
つ
い
て
は
後
述
マ
凶
に
ヒ
ン
ツ
ェ
の

ギ
l
ル
ケ
に
た
い
す
る
評
価
も
、
こ
の
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
の
で
は

な
か
ろ
う
か
ο

な
お
、
ド
ロ
イ
ゼ

γ
と
シ
ュ
モ

I
一
フ
!
の
弟
子
で
あ
る
ヒ

ン
ツ
ェ
の
学
問
的
形
成
と
く
に

ω
O
N
5
2色
町
と
の
接
触
に
つ
い
て
は
、

〈
m「
司
・
国
民

Z
口問
v
。
同
吉
田
山
口
同
N
P
ω
s
a
m
Z
5
0ロ
仏
巾
関
門
知
町
広

wω.

品川
V

吋
丘
一
.

(
ω
)
H，u『匂

GEm-puω
・
]
M
U
・

〈
日
)
ヒ
ン
ツ
ェ
が
、
一
般
に
、

ω忌
ロ
仕
切
口
rm
〈
mw江
田
回
目
己
ロ
聞
を
近
代
的
代

議
制
の
「
先
駆
形
態
」
と
理
解
し
、
か
か
る
基
本
的
視
角
か
ら
身
分
制
の

問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
ぐ
m--
吋
可
H
U
D
-

-o問問ぬ・

ω--MG
同・

か
か
る
視
角
は
、
本
質
的
な
点
で
、

E
・
ル
l
ス
が

whmwHrg凸ロ仲間片山・

ω
Bへ
と
名
づ
け
る
ア
プ
ロ
ー
チ
(
〈
関
戸
何
-
F
Cロ
gmu
司
R
F
S巾ロ
g-

ユω
B巾

2
8門司
O門担
H
U
g
-
P
2
0三四
5
2
島

2
〉曲目。
s
z
p
g
〔円

、
開

g
H
F
H
Nぬぐ
B
Y
E
S門
戸
内
回
口
白
骨
D円片岡
g
ロ
2
U
2
h
V片岡田ロ
moHU
〉
ロ
エ

-3uu
℃・

8
u
R・
)
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
プ
ラ
ソ
ス

や
ド
イ
ツ
の

T
S含
仏
ロ
門
目
。
(
曾
え
ω)

の
歴
史
的
な
理
解
に
さ
い
し
て
、

カ
ウ
ン
テ
ィ
制
の
地
域
的
原
理
に
立
脚
せ
る
、
特
殊
イ
ギ
リ
ス
的
な

回以内凶門口

E
H
O同
区
(
と
く
に
そ
の
中
核
た
る
出
D
5
0
0向
。
O
B
B
Oロ
ω)
が
思

考
モ
デ
ル
た
り
う
る
か
ど
う
か
は
、
す
こ
ぶ
る
問
題
だ
と
い
わ
ね
ば
な
ら

な
い
こ
の
点
に
つ
い
て
は
プ
ル
ン
ナ
l
も
適
切
な
警
告
を
行
っ
て
い

る

0
・
凶
円
ロ
ロ
ロ
2
v
戸
田
口
仏
ロ
ロ
仏
国
民
ロ
ロ
げ
に
y
ω
・品
M
M

『・

(
ロ
)
シ
ュ
テ
ン
デ
の
歴
史
的
意
味
づ
け
に
つ
い
て
、
総
括
的
に
は
、
〈
m--

国
巳

E
m
w
何
回
ロ
ロ
ロ
m
2
2
2口『
0・wω
・
3M-

(
日
)
出
国
立
ロ
ロ
間
w

出
。
門
岡
山
口
宮
内
宮
〈

OH片岡糾問。
vω
・
ョ
・

(
川
円

)
U
R
r
〈
R
P
Eロロ四
ωmomロ「
5
Z
0・wω
・
8
v
ω
・
3
・

(ば
U

)

宮
田
阿
君
与
2
・
ヨ
吋
広
島
民
;
ロ
己

p
m
o
-
-凹
ロ
「
阻
止
一

C
H
E
E
ω
ω

ι日

ωONE-arcロ
O
B
F
同

〉

玄

い
-
K
F
え
--vω
・
-
U
品・

(
ば
山
)
こ
の
点
は
、
す
で
に
オ
ッ
ト

I
・
プ
ル

γ
ナ
ー
に
よ
っ
て
指
摘
さ

れ
、
近
く
は
ま
た
ベ
ッ
ケ
ン
プ
エ
ル
デ
に
よ
っ
て
い
っ
そ
う
詳
密
に
論
証

ーι68-



さ

れ

て

い

る

〈

m
7
0
2
0
切
片
ロ
ロ
ロ

O
F
F同ロ
L
Cロ
仏
出

2
3口
「
阻
止

"ω
・目

ご

i-EUω
・
品
】
凶
片
岡
・
一
∞
~
山
口
}
向
。
口
問
符
門
日
m
J

同-
m
r

。
-
u

日Mm
説明日
5
・

(
げ
)
巧
・

2
F
り
U
3
0口
y
g
r
;
2
2
8
0
0
ω
n
r
r
z
o
盟
国
民

己ロハ
H
g
s
a
o口
問
町
田
向
日

g
n
E片付

40目
〉

5
m
mロ
m
r
ω

玄
H
2
0
E
8
2

古
田

Nロ
円
。
巾
問
。
ロ
司

m
M
H
F
H
d
-
Z一明
wω

全
日
同
.

(
ゆ
同
)
宮
巧
与

org-
。-wω
・
3m-

(
山
口
)
「
啓
蒙
的
絶
対
主
義
」
の
「
警
察
国
家
」
的
性
格
に
つ
い
て
は
、

〈
間
]
司
・
出
回

HHロ
ロ
開
唱
口
白
山
口
問
問
。
区
伊
丹
叩

krgo-EUBEmw
国

N
H∞
ov

ω・
5
ロ
・
一
同
ロ
ユ
巧
o
-
N
g
L
C
H
R
ロ
2HUDロNm-m巾
含
口
}
内
町
仏

2
5
0千

巾口同町ロ

ω片山田一円
m

r

H

甲]∞

"ω
・明凡山町民一

(
初
)
拙
稿
「
初
期
自
由
主
義
と
『
身
分
制
国
家
』
」
、
第
三
章
、
参
照
。

な
お
、
「
啓
蒙
的
絶
対
主
義
国
家
」
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
け
る
家
父
長
権
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
石
部
雅
一
一
先
「
プ
ロ
イ
セ

γ
普
通
国
法
に
お
け
る
親
権

の
特
質
」
(
香
川
大
学
経
済
論
双
、
三
三
の
三
・
四
・
五
)
が
啓
発
的
で

あ
る
。

(
幻
)
実
際
に
お
こ
な
わ
れ
た
最
後
の
開
手
『
己
会
開
口
口
聞
は
、
一
八
三
五

年
、
皇
帝
フ
エ
ル
デ
ィ
ナ

γ
ト
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
o
〈
包
・
。
・
切

E
a

ロロ白
F

F同
口
仏
ロ
ロ
白
出
町
口
田
口
『
阻
止

uω
・品
M
一品・

(
幻
)
阿
内

O
B
5
2
g吋
Nロ
B
K
F戸
間
目
白
色
ロ
OHHσ
山門問。門

-rrmロ
の

22Nσ
守

口
y
M
-
〉
口
問

--w
日
目
印
問
・
ぐ

O口
出
・
阿
内

E
ロ
間
口
・
明
・

0
2
r巳同
NOHV
切門山・河川・・

3
2
w
ω
・
H
U
m
-

因
に
一
八
四
八
年
九
月
七
日
の
の

E
ロ仏
O
ロ
昨
日
白
田
宮
口
問
名
目
，

Z
E
に
よ
り
、
農
民
の

d
口定】

1

仲
間
巳
m
-
a
x
は
廃
止
さ
れ
た
。

北
大
文
学
部
紀
要

(
幻
)
∞
同
ロ
ロ
ロ
ぬ
吋

w
m
F
P
0・w
∞
-

M
ヨ
領
主
・
農
民
関
係
は
、
当
時
に
お
い

て
も

3
0
r
2
a
m
oロ
E
B
R
と

3
Z
Z
Rロロ
m
Z日開。ロ
E
B
R
の
分
割
と
い
う

旧
い
レ
ジ
ー
ム
の
特
徴
を
示
し
て
い
た
‘
〈

mf
閃
O
B
E
g
g円
N
C
B
〉
∞

ou
国
弘

-mvω
・
3
0
か
ら
、
十
八
世
紀
に
い
た
る
ま
で
、
一
般
に
ラ
ン

デ
ス
ヘ
ル
は
司
法
手
続
き
に
よ
ら
ず
し
て
は
そ
こ
に
介
入
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
出

Z
ロ
ロ
白
♂
目
・
同
・
。
-
w

∞
-
M
明
日
〉
ロ
H
U
M
-

っ

(
U
A
)

中
村
幹
雄
「
プ
ロ
イ
セ
ン
税
制
改
革
と
等
族
の
抵
抗
」
(
歴
史
研
究

一
九
六
三
年
、
第
一
号
)
参
照
。

(
万
)
石
部
雅
亮
「
プ
ロ
イ
セ
ン
普
通
国
法
の
精
神
的
基
礎
ー
ー
の
・

0
・
ス

ア
レ
ツ
の
講
義
|
|
」
(
香
川
大
学
経
済
論
双
、
三
十
三
の
一
一
一
)
参
照

d

な
お
、
こ
の
普
通
国
法
典
は
、
上
述
せ
る
一
八
一
一
年
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア

民
法
典
と
並
ん
で
、
ル

l
ド
ル
フ
・
ゾ

l
ム
に
よ
り
、
「
近
代
的
立
法
の

先
駆
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る

d

ゾ
l
ム
著
、
久
保
正
幡
・
世
良
晃
士
山
郎
訳

「
フ
ヲ

γ
P
法
と
ロ

I
マ
法
」
(
岩
波
書
脂
、
一
九
四
二
)
一

O
六
頁
参

照
。

(
M
m
)

プ
ロ
イ
セ

γ
普
通
国
法
血
ハ
が
ド
イ
ツ
法
史
上
に
有
す
る
劃
期
的
な
意

義
は
、
ま
さ
に
そ
れ
が
「
普
通
法
」
(
間
巾
5
0
E
2
月

2
Z
)

つ
ま
り
継

受
ロ

i
マ
法
と
、
ド
イ
ツ
固
有
法
た
る
プ
ロ
イ
セ
ン
の
諸
ラ

γ
ト
法
と
の

不
調
和
を
排
し
、
両
者
を
有
機
的
に
結
合
し
た
と
こ
ろ
に
求
め
ら
れ
る
の

が
ふ
つ
う
で
あ
る
。
デ
ィ
ル
タ
イ
の
ご
と
き
は
、
こ
れ
を
評
し
て
プ
ロ
イ

セ
ン
国
家
の
「
内
在
的
な
〈

O
B由
民

c
m
r
sと
の
あ
ら
わ
れ
と
な
し
、

将
来
の
進
歩
の
基
準
を
含
む
「
プ
ロ
イ
セ

γ
的
自
然
法
」
と
た
た
え
た
。
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3
V同
ロ
仏
国
仲
間
ロ
色
町
口
宮
〈
問
見
回
目
的
ロ
ロ
mR
考
(
上
)
成
瀬

〈
m--J弓
己

Z
-
B
U
H戸
任
命
可
唱
。

g
回
目
B
σ
-
z
F
r同
H
r
o
p
国内山

.
-
M
.
M・

〉
戸
2
・
3
3・
ω・
5
-
片
山
し
か
し
す
で
に
十
九
世
紀
中
棄
に
お
い
て
ト

グ
ヴ
ィ
ル
は
、
こ
の
法
典
が
「
理
論
に
お
い
て
は
大
胆
さ
と
新
し
さ
、
し

か
し
実
践
に
お
い
て
は
臆
病
さ
」
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
で

あ
る

ν
k
r
F
H円
回
忌
吋
凸
ロ
ハ
HEi--mwFu〉
ロ
ロ
円
。
口
同
小
m
F
5
0
2
F
H凶
mrdeo-

-c片山口ロ

υ
0
0己
aqH命
的
。

c
B日u
z
z
p
g
B
O
H
H
W
吋小耳目

3
3
U
M
W
H
M
-
Mご・

な
お
、
同
法
典
の
二
面
的
・
折
衷
的
性
格
と
、
そ
の
歴
史
的
意
味
に
関
し
て

は
、
同
2
ロ
rmwH同
問
。
回
目
白

-
-
2
F
ω
g巳
ロ
ロ
ハ
H
C
g
-
-
E
r同
町
同
日
目
νHEaa

mロ
-
∞

-ull
】∞品川
w
w
E一
ω
g忠
信
ロ

L
O
g
o
-
-田
口
『
阻
止
同
日
仏
叩
戸
仲
田
口
yoロ

〈
O円
HHH断片岡】∞]明ー
l
円
∞
品
∞
.
ゲ
ヨ
開
・

5
ロ

巧

2
ロ
ゆ
吋
(
リ
ロ
ロ
N
P
-
ま
M
W
ω
.
3

民(
幻
)
た
と
え
ば
、
「
普
通
国
法
典
」
の
序
文
(
巴
ロ

-aEロ
関
口
ぐ
cロ
の
守

田刊誌

S
F
R
E£
る
に
日
く
、
「
人
間
ノ
普
遍
的
権
利
ハ
、
他
人
ノ
権

利
ヲ
傷
ケ
ル
コ
ト
ナ
シ
ニ
、
自
己
ノ
幸
福
ヲ
追
求
シ
増
進
シ
ウ
ル
ト
イ
ウ

自
然
的
自
由
ニ
立
脚
ス
ル
」
と
。

kr--mOB巳
ロ
g
H
L
S骨
R
E
E吋
止
。

司
H
Eロ
u
n
Y
E
g
g
g
p
Z
2
0
h
r
g
m同
row
回目同

-
g
u
H∞
-
m
(以
下

kr

FHNと
略
一
記
)
何
日
ロ
「
申
告
・
ま
た
、
法
典
は
「
男
女
の
同
権
」
を
原
則
的

に
規
定
し

(KFFHF
吋
-
F
H，F
-
抑
M
S
、
さ
ら
に
は
「
人
類
ノ
普
遍

的
権
利
ハ
、
未
ダ
生
レ
ザ
ル
小
児
ユ
モ
、
ス
デ
ユ
ソ
ノ
懐
胎
ノ
時
ヨ
リ
、

帰
属
ス
ル
」
(
〉

FHNW吋・
H
W
H，
F
H
抑】
O
)

と
う
た
っ
て
い
る
。

(
話
)
〉
FHNU]門
・
同
唱
吋
日
同
・

mll吋
戸
市
w-

(mU)
〉
HL阿川
e吋
-
H
W
H，
F
-
ゆ

M-

(
M
N
〉

krFH同
咽
寸

-Hdj門
戸
日
掛
仇
・

(
引
)
ラ
ウ
マ

l
は
、
フ
リ
ー
ド
り
ヒ
大
王
の
も
と
に
お
い
て
す
ら
プ
ロ
イ

セ
ン
が
、
完
全
な
い
み
で
の
ゆ
い
ロ
凹

t
z
c
cロ
開
口
氏
司
区
ロ
yoロ
田
仲
間
丘
公
と
な

ら
ず
、
し
た
が
っ
て
ヨ
問
。

mHOロ
丘
町
田
白
戸
印
公
が
な
お
強
度
に
存
続
し
た
事

実
と
の
関
連
で
、
こ
の
点
に
注
目
し
て
い
る

J

州
内
己
片
付
〈
凸
ロ
河
川
ZHHHHRW

〉
σmD-丘
町
円

ω仲間戸
y
r
c同市
O同
2
z
n
V
E
R
S
F
H
V
O円印出ロロ口
r
o
m，
B-a

zF出
N

】
∞
戸

ω
・コ同.

(mA)
州内

O由巳
znrumH・同・

0
・wω
・∞

M-
コ
ゼ
レ
ッ
ク
の
引
用
す
る
と
こ
ろ
に

よ
れ
ば
、
シ
ュ
タ
イ

γ
の
協
力
者
た
る
ア
ル
テ

γ
γ

ュ
タ
イ
シ
は
、
一
八

O
七
に
、
か
よ
う
な
閣
制
的
状
態
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
u

「
国
家
に
お
け
る
国
民
と
い
っ
た
も
の
も
、
真
の
意
味
で
の
州

(HVHoi-

ロN
白
ロ
)
も
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
た
だ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
バ
ラ
バ
ラ
の
特

殊
利
害
を
も
っ
と
こ
ろ
の
、
種
々
の
州
に
お
け
る
個
々
の
身
分

(
O
E
S
-

-ロ。

ω民
ロ
仏
o
E
L
3
5吋
m
n
E
E
2
8
司
g
i
R
B
)
の
み
が
存
在
し

た
の
で
あ
る
」
と
。
な
お

H，
c
n
A
E当日
]
-
9
0℃
・
巳
了
間
】
司

-
M
a
-
-
Mご・

参
照
。

(
回
以
)
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
プ
ロ
イ
セ
ン
以
外
の
諸
邦
に
も
わ
た
る
、
同
種
の

事
例
に
つ
い
て
は
、
本
章
の
註
(
M
m
)

に
あ
げ
た
、
当
・
。

3
8
の
院
修

に
な
る
論
文
集
を
参
照
。

(
M
月
)
切
ん
い
ロ
日
向
。
丘
町
同
L
P
田
-
P
0・uω

ヨ
・
因
に
ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
の
分

析
視
角
は
、
オ
ッ
ト

I
・
ブ
ル

γ
ナ
l
、
ヴ
ヱ
ル
ナ

l

・
ネ
フ
等
の
、
い

わ
ゆ
る

3ω
片
E
E
5
m
a
n
-戸
山
口
宮
内
公
の
そ
れ
と
本
質
的
に
同
一
だ
と
考
え

- 70ー



ら
れ
る

J

(
労
)
の
口
広
O
品
。
河
口
mm目。
g
u
斗

rmEω
同
o
q
o同
開
510司
g
ロ

F
F
R守

口
ωBW
昨
日
ロ
ω「
ゲ
U1
戸
。
-
。

o
Eロ
阿
君
。

c
L
W
3
3
v
]
U・
M・

(
M
H
)

河
口
問
問
問

2
0
u
C℃
-
a
F
U
]
y
u・
「
封
建
的
国
家
の
契
約
的
性
格
は
、

君
主
と
人
民
と
い
う
両
契
約
当
事
者
の
問
の
本
源
的
な
(
古
田
-
5
5
に
立

脚
し
て
い
る

d

そ
の
さ
い
人
民
と
は
、
そ
の
ア
ク
テ
ィ
ヴ
な
中
核
を
な
す

と
こ
ろ
の
特
権
的
な
諸
団
体
を
意
味
し
て
い
る

v

こ
れ
こ
そ
ゲ
ル
マ

γ
的

諸
民
族
の
政
治
理
念
の
特
色
で
あ
り
、
こ
の
理
念
が
西
欧
で
は

B
Dロ
u
t
B

口
な
ロ

l
マ
的
国
家
観
念
の
上
に
か
さ
な
っ
た

v

君
主
権
力
の
源
泉
は
、

他
の
領
主
責
族
の
そ
れ
と
異
る
も
の
で
は
な
く
、
い
ず
れ
の
場
合
も
ひ
と

し
く
、
政
治
的
主
権
を
本
来
的
に
内
包
す
る
と
こ
ろ
の
所
有
権
か
ら
流
出

す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
か
れ
ら
の
相
互
関
係
は
主
権
者
対
主
権
者
、
ヨ

リ
厳
密
に
は
、
私
的
伺
人
と
私
的
個
人
、
自
由
人
と
自
由
人
と
の
関
係
だ

と
い
う
こ
と
に
な
る
o
」
そ
し
て
ル
ッ
ジ
エ
ロ
は
、
か
か
る
「
本
源
的
な
権

利
の
平
等
性
」
が
中
世
の
封
建
君
主
制
を
組
織
す
る
諸
関
係
を
つ
く
り
出

し
た
と
同
時
に
、
将
来
に
お
け
る
、
君
主
と
貴
族
と
の
コ
ン
フ
リ
ク
ト
の

萌
芽
を
も
宿
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
の
ち
、
「
近
代
の
自
由
主
義
は
、
そ

の
起
源
に
お
い
て
、
か
か
る
コ

γ
フ
リ
タ
ト
の
ど
ち
ら
か
一
方
の
当
事
者

と
の
み
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、
両
者
と
も
に
、
つ
ま
り
コ

γ
フ

p
p
ト
そ
れ
自
体
に
結
び
つ
い
て
い
る
」
と
い
う
意
味
深
長
な
テ
l
ゼ
を

か
か
げ
た
の
で
あ
る
。

HEι.

(mM)
〈
m--
回目
n
r
g
B
E
P
同-同・

0
・w
ω
-
M
U
ほ・

北
大
文
学
部
紀
要

(

目

見

〉

〈

m}・切んい
n
r
g同
OHLoup同・

0
・vω
・
河
町
・
悶
に
、
株
式
会
社
と
の

比
較
論
は
、
ア
ベ
・
シ
エ
イ
エ
ス
は
じ
め
、
当
時
の
啓
蒙
主
義
的
政
論
家
が

し
ば
し
ば
用
い
た
司

O口
HMmw-
で
あ
っ
た
が
、
メ

l
ザ

l
白
，
身
の
思
考
の
特

質
は
、
む
し
ろ
、
機
械
論
的
進
歩
思
想
と
は
対
腺
的
な
有
機
体
思
想
、
歴
史

的
に
「
生
成
」
し
た
事
物
へ
の
愛
溝
、
歴
史
へ
の
沈
潜
で
あ
っ
た
こ
と
を

シ
ュ
ナ

l
ベ
ル
も
指
摘
し
て
い
る
。
同

g
ロ
N
ω
n
F
E
σ
巾

-
1
0
0巳
ωロ
r

o
a
n
F
H口
Z
o
E
M
3
r
r円「ロロハ同
R
F
回
仏
ア

ω
-
S
0・

(mF)HW21ロ
出
。

-N-P
出
広
汁
OH円2
r
m印
刷

Nonzw
日
ロ
・
司

2
3口『同日間片

NEH戸

吋

0・
。
岳
民
同
m
g聞
く

0口、
H，
y
g
r円
呂
田
百
円
・

F
-
甲山
X
-
ω
-
M
S
R
一

り
ぬ
『
凹

-wH凶
E
ロ
「
ロ
ロ
門
日
開
。
口
同

E
E円片品目片山
HHHd司
R
L
S
L
O
H
仏
2
g口
宮
ロ

自
DLOHロ
mw口
町
円
a
r
o
F
Z
u
〈

D円片岡如
mm
ロ
ロ
〔
日
町
DH回口『戸口問刊
P
r
g開・

〈

D
B
Hロ注目け
E

E
円
問
。
回
口
広
口
Z-rrσ
戸田口ハ
HA協同
OH田口
rロロ
m
L自
国

OL守

口∞

g
m
E
2
2
宮

内
Q

口
凶
仲
間
口
♂
回
凶
同

W
3
u
u
u
ω
・
】
週
内
向

な
お
、
拙
稿
「
初
期
自
由
主
義
と
『
身
分
制
国
家
』
」
第
三
章
参
照
。

因
に
、
ル
ッ
ジ
エ
ロ
も
、
か
れ
の
い
わ
ゆ
る
「
封
建
的
国
家
」
(
こ
れ
は

事
実
上
ネ
フ
の
い
う
「
初
期
近
代
国
家
」
と
同
じ
も
の
な
の
だ
が
)
の

「
二
元
性
」
を
規
定
し
て
い
た
旧
き
「
自
由
」
観
念
が
、
実
に
ル
ソ

l
の

「
社
会
契
約
」
論
に
お
い
て
す
ら
、
あ
る
役
割
を
演
じ
て
い
た
こ
と
を
洞

察
し
て
い
る
。
河
口
問
包

2
9
0司・己
r
p
u・

(
川
別

)J1m--Hw-Foロ
g
o
w
戸
問
。
O
B
B
U回
目
。
ロ
山
口
同
日
ロ
巳
山
口
口
色
。
也

O戸吋

H
L
u
E
2
2
5
ι
o
m
〉回目。
B
E小
町
田
島
が
仲
間
g
s
u
m
-
]
司
法
uω
ロ
rdqm-NO同

切白山片岡仇問問。

Nロ
同
〉
口
問
。
B
2ロ
叩
ロ
の

g
n
r
r
r
g
u
回
門
戸
広
咽

ω・
3--
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wuF白
白
色
丸
山
口
弘
山
田

n
Z
J
1
R
P
8
5ぬ

2

考
(
上
)
成
瀬

(
引
)
ロ
・
の

OHY同
門
《
「
目
・
田
・
。
-wω

沼市
w.

(
位
)
ゲ
ル
ハ
ル
ト
は
「
政
治
的
な
観
点
か
ら
し
て
す
ら
、
中
央
権
力
の
制

限
は
、
決
し
て
身
分
制
議
会
に
よ
っ
て
の
み
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
」
こ

と
を
、
十
八
世
紀
に
ま
で
お
よ
ぶ
フ
ラ

γ
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど

の
事
例
に
即
し
て
、
明
ら
か
に
し
て
い
る

J
H
E
P
-
ω
-
u
s
l
u
E
-

(
川
町
)
目
巳
N
p
d司白日仲間
g
口
E
n
z
r
z
F
佳
品
S
m
o
p
-
ω
・
エ
吋
・
山
口

o・

g-w
吋，
M
『匂

o-cm-0・w
ω
.
-
N
U・

(
斜
)
註
(
円
)
を
見
ょ
、
ハ
ル
ト
ゥ

γ
グ
に
よ
れ
ば
、
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の

課
税
に
た
い
す
る
シ
ュ
テ

γ
デ
の
同
意
は
、
そ
れ
が
間
接
に
は
グ
ル

γ
ト

ヘ
ル
に
た
い
す
る
領
民
の
経
済
的
給
付
能
力
を
狭
め
た
も
の
で
あ
る
以

上
、
「
身
分
的
自
由
」
の
維
持
の
た
め
に

γ
ュ
テ

γ
デ
が
敢
て
払
う
を
辞

さ
な
か
っ
た
ぎ
せ
い
な
の
で
あ
る
。
国
同
ユ
ロ
ロ
m
p

白
・
問
。
-wω
・
司
・

(
川
町
)
ベ
ロ
ウ
の
「
古
典
学
説
」
的
な
ド
イ
ツ
中
世
国
家
観
と
完
全
に
対
応

す
る
、
グ
ル

γ
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
に
つ
い
て
の
経
済
的
・
私
法
的
な
見
方

は
、
国
m-cd〈
u

のめ凹ロ
r
r
r
x
m
仏
巾
同
岳
山
丘
団
ロ
rmロ
F
mロ
Ld司
町

g
n
y田
内
同
会
山
田

宮

E
o
E
Z
H
p
r
g開
ぐ
Oロ
司

-
E
r
m刷
P
3
u
N
(淵
米
庸
三
訳
「
ド
イ

ツ
中
位
農
業
史
」
)
を
一
読
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。
国
制
史
に
お
い
て
は

ら
g巳
口
口

r
o
E
R円∞
nrえ
ぺ
恥
と
3
M
M

巳
〈
印
件
。
出
。
口
∞
口
}
戸
田
内

HE
と
を
明
確
に

区
別
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
、
彼
の
基
本
的
な
テ

l
ゼ
だ
っ
た

の
で
あ
る
。
ロ

mwH回
二
口
目
。
〉
口
出
船
片
岡
問
。
門
H
m
m
E
C乱
。
目
。
ロ

ω宮内見回

E
X

Z
Sロ《
HOHOB
回
ロ
口

r
m口
問
【
日
目
。
仏
2
g
n
r
oロ
吋
角
立
件
。
門
戸
白
口
唱
古
川
叫
，
R
E

HFZユ
ロ
ヨ
ロ
ロ
Lω
宮
門
戸

M-
〉
戸
2
・wω
・】

3
・

(

M
明

〉

〈

m--
国
吉
同
NOV
吋
可
℃

o-om日

0・w
ω
.
-
M
M・

(
門
む
た
と
え
ば
、
一
四
七
二
年
八
月
二
十
四
日
に
ブ
ラ

γ
デ

γ
ブ
ル
グ
辺

境
旧
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
が
シ
ュ
テ
ン
デ
と
結
ん
だ
租
税
協
定
で
は
、
ラ

γ
デ

ス
ヘ
ル
に
た
い
し
て
「
吾
ガ
忠
誠
ナ
ル
ド

mg含
田
口
『
丘
町
付
」
と
呼
び
か
け

(
Oロ
巳

-oロ

N戸
吋
ロ
E
H
2
0ロ
の
め
閉
口
r
r
z
p
国
民
昨
日
吋
vω
・

2
・
)
、
一
五

一
四
年
の
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
の
テ
ュ

l
ピ
ン
ゲ
ン
協
約
で
は
、
ヘ
ル
ツ

ォ
l
ク
・
ウ
ル
リ
ヒ
に
た
い
す
る
、
い
ま
一
方
の
契
約
当
事
者
が

L
Z

F
ロ
仏
民
『
え
勺

3
m
m自
己
ロ

o
gロ
ι
z
r同
町
同
た
と
い
う
こ
と
ば
で
表
現
さ
れ

て
い
る

(
H
玄

pwω
・
芯
一
民
・
)

o

な
お
、
ヘ
ル
ピ
ッ
ク
の
研
究
に
よ
れ

ば
、
マ
イ
セ
ン
に
お
い
て
は
、
ジ
ュ
テ

γ
デ
の
間
に
未
だ

rD同司
D
S己ぐ

な
結
束
が
で
さ
あ
が
っ
て
い
な
い
一
三
八
七
年
に
お
い
て
早
く
も
、
ラ
ン

デ
ス
ヘ
ル
家
の
兄
弟
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
、
パ
ル
タ
ザ

l
ル
の
聞
に
結
ぼ
れ
た

肘吋ゲ
40ユ
吋
同
聞
は
、
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ
ン
デ
の
意
味
で

3
H
A
M
E
仏
田
口
『
え
ペ
ホ
の

垣
間
を
用
い
て
い
た
。
出
。

-σ
日開
w

国-田・

ovω
・
3
∞・

(
必
)
回
目
ロ
同
NOV
吋
可
旬
。
-o柱
。

-wω
・】

MM-

(
m
w
)

ロ
・
∞

E
ロ
ロ
免
姐
】
V
白
ロ
仏
ロ
ロ
仏
国
R
H印ロ}戸田
F
品
-
K
H
ロ
2
・uω
・
旧
宮
内
向
・

(
列
)
こ
の
こ
と
は
、
プ
ル
ン
ナ

l
自
身
が
は
っ
き
り
意
識
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
〈
開

--uog-w
口
広
明

B
F
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